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ライプニッツの法理論と「近代国際法」（四）

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
理
論
と
「
近
代
国
際
法
」（
四
）

―
―
「
法
」・「
国
家
」・「
主
権
」・「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
の
観
念
を
題
材
と
し
て
―
―

明　
　

石　
　

欽　
　

司

序
論

第
一
章　

予
備
的
考
察
：
国
際
法
（
史
）
研
究
に
お
け
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

の
位
置
付
け

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　
「
国
際
法
」
関
連
文
献
及
び
国
際
法
概
説
書
に
お
け
る
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ

　

第
二
節　

国
際
法
史
研
究
者
の
視
点
か
ら
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

　

ま
と
め

（
以
上
、
八
十
八
巻
十
一
号
）

第
二
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
法
」
観
念

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
認
識
を
巡
る
若
干
の
特
色

　

第
二
節　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
観
念
の
基
本
的
構
成

　

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

（
以
上
、
八
十
九
巻
四
号
）

第
三
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
国
家
」
観
念

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　
「
社
会
」

　

第
二
節　

国
家
観
念
を
巡
る
諸
問
題

　

第
三
節　

国
家
の
抽
象
的
人
格
性

　

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

（
以
上
、
八
十
九
巻
六
号
）

第
四
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
主
権
」
理
論
︱︱

“Suprem

atus

”観
念
の

分
析
を
中
心
と
し
て

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　
「
統
治
権
」
観
念
の
錯
綜

　

第
二
節　

“Suprem
atus

”・
“sum

m
a potestas

”・
“superioritas  

territorialis

”・
“Souveraineté

”

　
　
（
一
）　

“Suprem
atus

”

　
　
　
（
１
）　

“Suprem
atus

”
の
定
義
を
巡
る
問
題
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（
２
）　

“Suprem
atus

”
の
具
体
的
諸
権
利

　
　
　
（
３
）　

“Suprem
atus

”
に
基
づ
く
「
平
等
権
」

　
　
（
二
）　

“sum
m

a potestas

”

　
　
　
（
１
）　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
“sum

m
a potestas

”
観
念

　
　
　
（
２
）　

“sum
m

a potestas

”
の
可
分
性

　
　
　
（
３
）　

“sum
m

a potestas

”
と
“Suprem

atus

”
の
関
係

　
　
（
三
）　

“superioritas territorialis

”

　
　
　
（
１
）　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
“superioritas territorialis

”
観
念

　
　
　
（
２
）　

“superioritas territorialis

”
の
享
有
主
体
：「
管
轄
権

の
主
」
と
「
領
域
の
主
」

　
　
　
（
３
）　

“superioritas territorialis

”
の
特
質

　
　
　
（
４
）　

“superioritas territorialis

”
と
“Suprem

atus

”
の
関

係

　
　
（
四
）　

“Souveraineté

”

　
　
　
（
１
）　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
“Souveraineté

”
観
念

　
　
　
（
２
）　

“Souveraineté

”
と
“Suprem

atus

”
の
関
係

　

第
三
節　

“Suprem
atus

”理
論
に
お
け
る
帝
国
等
族

　
　
（
一
）
選
帝
侯
及
び
諸
侯

　
　
　
（
１
）　

“Suprem
atus

”
保
有
者
と
し
て
の
選
帝
侯
及
び
諸
侯

　
　
　
（
２
）　

“Suprem
atus

”
保
有
者
と
し
て
の
選
帝
侯
及
び
諸
侯
の

権
能

　
　
（
二
）　

諸
身
分
間
の
差
異

　
　
　
（
１
）　

“Suprem
atus

”
保
有
者
と
し
て
の
選
帝
侯
及
び
諸
侯
と

皇
帝
の
差
異

　
　
　
（
２
）　

“Suprem
atus

”
保
有
者
と
し
て
の
選
帝
侯
と
諸
侯
の
差

異

　

第
四
節　

“Suprem
atus

”
の
特
質

　
　
（
一
）　

“Suprem
atus

”
の
可
分
性

　
　
（
二
）　

“Suprem
atus

”
の
相
対
性

　
　
（
三
）　

統
治
者
に
対
す
る
制
約

　

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

（
以
上
、
本
号
）

第
五
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
国
際
法
」
観
念

　

は
じ
め
に
：
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
欧
州
社
会
観
と
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ

ム
を
巡
る
諸
観
念

　

第
一
節　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論

　

第
二
節　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
の
内
実

　

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

結
論

（
以
上
、
八
十
九
巻
八
号
）
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第
四
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
主
権
」
理
論
︱︱

“Suprem

atus

”観
念
の
分
析
を
中
心
と
し
て

は
じ
め
に

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
生
き
た
時
代
（
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
）
は
欧
州
に
お
け
る
「
主
権
」
観
念
生
成
の
歴
史
の
中
で

（
看
過
さ
れ
が
ち
で
は
あ
る
も
の
の
）
注
目
さ
れ
る
べ
き
時
期
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
に
あ
る
。

　

一
方
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
ン
が
近
代
的
主
権
理
論
を
提
示
し
た
と
さ
れ
る
一
六
世
紀
後
半
（
よ
り
正
確
に
言
う
な
ら
ば
、
彼

の
『
国
家
論
六
篇
』（Les six livres de la R

épublique : D
e republica libri sex

）（
（（（
（

の
仏
語
初
版
は
一
五
七
六
年
に
、
ま
た
、
ボ
ダ
ン
自

身
の
手
に
よ
る
そ
の
ラ
テ
ン
語
初
版
は
一
五
八
六
年
に
各
々
公
刊
さ
れ
て
い
る
。）
か
ら
概
ね
一
世
紀
の
時
間
が
経
過
し
、
彼
が
論
じ
た

よ
う
な
主
権
観
念
が
欧
州
世
界
全
般
に
浸
透
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。（
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
理
解
が
「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
神

話
」
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。）
他
方
に
お
い
て
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
会
議
に
お
い
て
フ
ラ

ン
ス
国
王
の
使
節
が
“Souveraineté

”
と
い
う
言
葉
を
講
和
条
約
中
に
挿
入
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
も
の
の
、
皇
帝
の
使
節
が
そ

れ
に
反
対
し
、
こ
の
争
点
に
つ
い
て
は
皇
帝
側
が
勝
利
し
た
と
い
う
事
実
、
そ
し
て
ま
た
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
と
い
う
複
雑
な
国
制

を
内
包
す
る
存
在
が
欧
州
中
央
部
の
広
範
な
部
分
を
一
九
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
占
め
続
け
た
と
い
う
事
実
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
生
き
た
時
代
の
ド
イ
ツ
地
域
に
お
い
て
、
“Souveraineté

”
の
観
念
が
一
般
的
に
受
容
さ
れ
て
い
た
と
す
る
こ
と

に
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い（（（（
（

。
つ
ま
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
生
き
た
時
代
は
、
主
権
観
念
を
巡
る
理
論
と
そ
の
現
実
へ
の
適
用
が
複

雑
な
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
時
代
と
重
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
負
い
つ
つ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
主
権
」
観
念
に
関
わ
り
得
る
よ
う
な
論
考
も
遺
し
て
お
り
、
特
に
、

『Suprem
atus

論
』
に
は
同
観
念
に
密
接
に
関
連
す
る
論
述
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
同
書
を
主
た
る
考
察
対

象
と
し
て
、
彼
の
「
主
権
」
理
論
に
関
わ
る
論
述
の
内
容
の
提
示
及
び
考
察
が
試
み
ら
れ
る
。
こ
の
試
み
は
当
時
の
「
主
権
」
理
論
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を
巡
る
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
は
ま
た
、
近
代
国
際
法
理
論
史
の
理
解
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
で

あ
ろ
う
。

　

尚
、
本
章
に
お
け
る
「
主
権
」
の
表
記
に
つ
い
て
説
明
が
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
本
章
に
お
け
る
考
察
に
お
い
て
明
ら

か
に
な
る
よ
う
に
）
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
主
権
」
観
念
は
、
ボ
ダ
ン
が
提
示
し
、
一
般
的
に
受
容
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
主
権
観
念
（『
国
家

論
六
篇
』
の
仏
語
版
に
よ
れ
ば
、「
主
権
」（souveraineté

）
と
は
「
一
国
の
絶
対
且
つ
永
遠
の
権
能
」（

（（（
（

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
ラ
テ
ン
語
版

に
よ
れ
ば
、「
主
権
」（m

aiestas

）
と
は
「
法
に
よ
り
制
約
さ
れ
な
い
、
市
民
及
び
臣
民
に
対
す
る
最
高
の
権
力
」（

（（（
（

と
さ
れ
る
。（

（（（
（

）
と
は
合
致

し
な
い
。
こ
の
た
め
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
主
権
」
理
論
の
評
価
に
つ
い
て
の
予
断
を
与
え
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
、「
主
権
」

と
い
う
表
現
を
極
力
回
避
し
て
、「
統
治
権
」（

（（（
（

と
い
う
言
葉
を
当
面
用
い
る
と
共
に
、「
主
権
」
に
類
似
す
る
用
語
は
原
文
の
ま
ま

“Suprem
atus

”・
“sum

m
a potestas

”・
“Souveraineté

”・
“superioritas territorialis

”（Superiorité territoriale

）（
及
び

“jus superioritatis territorialis
”）
を
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。（
こ
れ
ら
の
他
に
、
ボ
ダ
ン
に
よ
る
「
主
権
」
の
定
義
で
用
い
ら
れ
て

い
る
“maiestas

”
も
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
著
作
中
に
登
場
す
る
。
し
か
し
、『Suprem

atus

論
』
で
は
、
“Majestas

”
が
称
号
と
し
て
理
解

さ
れ
て
お
り
、
“Suprem

atus

”
の
実
質
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と（

（（（
（

、
ま
た
、『
対
談
』
の
序
文
に
相
当
す
る
箇
所

で
“Majesté

”
と
“Souveraineté

”
に
つ
い
て
、
両
者
の
相
異
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と（

（（（
（

か
ら
、
“maiestas

”
に
つ
い
て
は
比
較
・
考
察
の

対
象
外
と
す
る
こ
と
と
す
る
。（

（（（
（

）

第
一
節　
「
統
治
権
」
観
念
の
錯
綜

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、『Suprem

atus

論
』
の
第
一
○
章
の
冒
頭
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
“Suprem

atus

”
に
関
し
て
論
ず
る
前
に
、
国
家
（Civitas

）
と
は
何
か
、
国
家
（Respublica

）
と
は
何
か
、
自
由
（Libertas

）
と
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は
何
か
、
“sum

m
a Potestas

”
と
は
何
か
、
レ
ガ
ー
リ
エ
ン
（Regalia

）
と
は
何
か
、
“jus Superioritatis territorialis

”
と
は
何
か
、

留
保
分
（Reservata

）
と
は
何
か
、
諸
国
家
の
連
合
（unio plurium

 Rerum
publicarum

）
と
は
何
か
、
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
に

私
は
駆
り
立
て
ら
れ
る
。（

（（（
（

」

　

こ
の
一
文
に
続
い
て
、
同
章
中
で
は
、「
支
配
地
」（ditio [sic]

）、「
地
方
」（regio

）、「
州
」（provincia

）
と
い
っ
た
「
領
域
」

（territorium

）
に
関
わ
る
諸
観
念
の
他
、「
ド
イ
ツ
の
法
律
家
達
が
“Superioritas territorialis

”
又
は
“sublim

e territorii 

jus

”
と
呼
ぶ
も
の
」
や
「
昔
の
法
律
家
達
が
［
対
人
］
支
配
権
（Im

perium

）
と
称
し
た
強
制
権
能
（coërcendi potestas

）」
に
加

え
て
、「
管
轄
権
」（jurisdictio
）、「
軽
度
の
強
制
権
能
」（levis coërcendi potestas

）、「
至
高
の
強
制
権
」（sum

m
um

 cogendi 

sive coërcendi jus

）
と
い
っ
た
統
治
に
関
わ
る
諸
権
能
、
更
に
は
、
何
ら
か
の
統
治
権
者
と
し
て
、「
管
轄
権
の
主
」（D

om
inus 

jurisdictionis

）
や
「
領
域
の
主
」（D
om

inus territorii

）
と
い
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（（（（
（

。

　

ま
た
、『
対
談
』
に
お
け
る
登
場
人
物
の
口
か
ら
は
、
“Souveraineté

”、
“Superiorité territoriale

”、「
領
主
権
」（la 

Seigneurie

）
と
い
っ
た
言
葉
が
随
所
で
発
せ
ら
れ
て
い
る（（（（
（

。
そ
し
て
、
同
書
で
は
、
例
え
ば
、
前
二
者
に
つ
い
て
、
登
場
人
物
の

一
人
（Philarète

）
が
「
“Souveraineté

”
と
“Superiorité territoriale

”
の
間
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
」
も
の
の
、「
こ
の
差

異
は
十
分
に
説
明
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
私
に
は
思
え
る（（（（
（

」
と
指
摘
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
観
念
の
厳
密
な
考
究
の
必
要
性
が

示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
何
れ
も
支
配
や
統
治
に
関
わ
る
用
語
で
あ
る
。
し
か
も
、
例
え
ば
、「
我
々
が

“Superioritas territorialis

”
と
称
す
る
こ
の
事
柄
は
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
、
若
干
広
義
に
で
は
あ
る
が
、
“la 

Souveraineté

”
と
も
称
す
る
も
の
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る（（（（
（

」
と
い
う
記
述
か
ら
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
と
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
、
或
い
は
ラ
テ
ン
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
（
更
に
は
、
ド
イ
ツ
語
）
に
お
け
る
用
語
が
完
全
に
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
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を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
本
章
で
は
（
本
稿
の
目
的
に
沿
っ
て
）「
主
権
」
に
直
接
的
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
諸
観
念
を
中
心
と
し
て
そ
れ
ら
の
用
語

を
紹
介
・
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
主
権
」
理
論
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
節　

“Suprem
atus

”・
“sum

m
a potestas

”・
“superioritas territorialis

”・
“Souveraineté

”

　
（
一
）　

“Suprem
atus

”

　
（
１
）　

“Suprem
atus

”
の
定
義
を
巡
る
問
題

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、『Suprem

atus

論
』
の
冒
頭
に
付
さ
れ
た
「
読
者
へ
」（A

d lectorem

）
の
中
で
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
「
私
は
“Suprem

atus

”
を
次
の
者
に
付
与
す
る
。
即
ち
、
自
領
で
武
力
に
よ
り
臣
民
を
支
配
す
る
の
み
な
ら
ず
、
領
域
外
へ
と
軍
隊
を

率
い
る
こ
と
、
そ
し
て
武
器
に
よ
り
、
同
盟
に
よ
り
、
使
節
に
よ
り
、
そ
の
他
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
属
す
る
機
能
に
よ
り
、
欧
州

の
全
般
的
事
柄
の
総
体
に
対
し
て
何
ら
か
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
得
る
者
に
で
あ
る
。」（

（（（
（

　

ま
た
、
こ
の
引
用
に
続
く
箇
所
で
、
“Suprem

atus
”
保
有
者
に
つ
い
て
、「
自
分
自
身
に
又
は
自
ら
の
代
理
人
に
（M

inistris

）、

欧
州
の
他
の
諸
勢
力
と
の
間
で
、
例
え
ば
、
会
議
、
異
教
徒
に
対
す
る
遠
征
、
一
般
的
講
和
条
約
、
同
盟
、
仲
介
、
及
び
所
謂
保
証

に
お
い
て
、
地
位
が
付
与
さ
れ
る
」
こ
と
や
、「
そ
の
者
の
神
聖
且
つ
不
可
侵
の
人
格
は
維
持
さ
れ
る
」
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る（（（（
（

。

更
に
、
別
の
箇
所
で
は
、
“Suprem

atus

”
保
有
者
が
、「
欧
州
の
他
の
権
力
者
達
と
、
同
等
の
条
件
で
交
渉
し
、
同
盟
（
条
約
）
を

結
び
、
軍
隊
を
給
養
し
、
そ
の
他
の
［
欧
州
の
］
全
般
的
事
柄
に
対
す
る
影
響
力
を
自
ら
の
権
威
を
も
っ
て
行
使
す
る（（（（
（

」、
或
い
は

「
軍
隊
を
自
ら
の
領
域
外
へ
と
率
い
る
こ
と
、
そ
し
て
兵
力
に
よ
り
及
び
同
盟
に
よ
り
重
大
な
事
柄
に
通
常
参
与
す
る
こ
と
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（arm
isque &

 foederibus plurim
um

 ad sum
m

am
 rerum

 conferre

）
が
で
き
る
者
達
で
あ
る（（（（
（

」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
事
柄
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
“Suprem

atus

”
が
付
与
さ
れ
る
た
め
の
要
件
と
そ
の
付
与
の
法
的
効

果
で
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
前
者
は
、「
自
領
で
の
武
力
に
よ
る
臣
民
の
支
配
」
と
「
欧
州
の
全
般
的
事
柄
の
総
体
に
対
す
る
何
ら

か
の
影
響
力
の
行
使
」
と
い
う
事
実
で
あ
り
、
後
者
は
、「
欧
州
諸
勢
力
と
の
間
で
の
地
位
の
保
持
と
人
格
の
不
可
侵
」
で
あ
る
よ

う
で
あ
る（（（（
（

。
し
か
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
こ
こ
で
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
“Suprem

atus

”
そ
れ
自
体
に
関
す
る
定
義
（
言
わ
ば
、

「
内
包
に
よ
る
定
義
」）
で
は
な
い
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。
彼
は
“Suprem

atus

”
に
つ
い
て
の
抽
象
的
定
義
か
ら
始
め
て
、
演
繹

的
に
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
具
体
的
活
動
内
容
（
事
実
）
を
要
件
と
し
て
提
示
し
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
者
に

“Suprem
atus

”
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、「
欧
州
諸
勢
力
と
の
間
で
の
地
位
の
保
持
と
人
格
の
不
可
侵
」
を
そ
の
者
が

享
有
す
る
と
い
う
論
理
構
成
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
々
読
者
は
直
ち
に
次
の
よ
う
な
疑
問
に
逢
着
す
る
。
即
ち
、

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
結
果
（
法
的
効
果
）
の
実
質
は
、
要
件
と
し
て
の
「
欧
州
の
全
般
的
事
柄
に
対
す
る
影
響
力
の
行
使
」
と

密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
論
理
は
循
環
論
法
に
陥
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う

疑
問
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
様
の
疑
問
は
、『Suprem

atus

論
』
第
一
二
章
に
お
け
る
次
の
よ
う
な
議
論
に
お
い
て
も
生
ず
る
。

　

一
方
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
“Suprem

atus
”
の
権
利
を
備
え
た
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
、
オ
ラ
ン
ダ
の
、
そ
し
て
、

ス
イ
ス
の
［
人
民
の
］
よ
う
な
人
民
は
、
自
由
に
し
て
何
ら
の
制
約
も
受
け
な
い
（liber, et nulli astrictus

）
も
の
と
評
価
さ
れ

る
（
（（（
（

」
と
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
“Suprem

atus

”
の
権
利
を
有
す
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、「
自
由
に
し
て
何
ら
の
制
約
も
受

け
な
い
」
人
民
に
な
る
と
い
う
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
論
理
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
他
方
に
お
い
て
、
彼
は
、「
フ
ラ
ン
ス

や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（A

nglica

）
の
よ
う
な
人
民
全
体
も
同
様
に
、
自
ら
の
権
利
に
よ
り
統
治
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
ら

の
下
に
“Suprem

atus

”
を
有
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る（（（（
（

」
と
し
て
お
り
、
こ
の
部
分
で
は
、「
自
ら
の
権
利
に
よ
り
統
治
さ
れ
て

い
る
」
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
“Suprem

atus

”
を
有
す
る
と
い
う
法
的
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
の
論
理
が
示
さ
れ
て
い
る
。



8

法学研究 89 巻 7 号（2016：7）

つ
ま
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
は
、
“Suprem

atus

”
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
も
あ
り
得
る
し
、
法
的
効
果
で
も
あ

り
得
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
用
意
し
た
解
答
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、『
対
談
』
に
お
け
る
登
場
人
物
の
一
人

（Eugène
）
が
語
る
次
の
よ
う
な
言
葉
で
あ
る
。

　
「
私
は
、
力
（la puissance

）
が
与
え
る
こ
の
事
実
上
の
権
力
（ce pouvoir de fait

）
に
関
し
て
論
じ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
法
律

（loix [sic]

）
と
慣
習
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
法
的
能
力
（la faculté de droit

）
に
関
し
て
［
論
じ
て
い
る
］。」（

（（（
（

　

つ
ま
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
身
の
認
識
と
し
て
は
、
“Suprem

atus

”
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
が
「
力
」
に
基
づ
く
「
事
実
上
の

権
力
」、
即
ち
、
事
実
の
問
題
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
本
質
は
「
法
律
と
慣
習
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
法
的
」
事
項
な

の
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
こ
の
論
理
が
ど
れ
だ
け
説
得
力
の
あ
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
も
残
る
が
、
こ
こ
で
は
彼
の
論

理
展
開
を
更
に
追
う
こ
と
と
し
た
い
。
彼
が
示
す
“Suprem

atus

”
の
定
義
に
関
わ
り
得
る
事
柄
は
、『Suprem

atus

論
』
の
本
論

に
お
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
「
“Suprem

atus

”
の
権
利

0

0

0

、
或
い
は
何
者
か
が
言
う
よ
う
に
専
制
君
主
政

0

0

0

0

0

は
、
命
令
し
、
強
制
し
、
或
る
卓
越
し
た
支
配
地
を
武
装
し
た

軍
隊
に
よ
り
保
持
す
る
“sum

m
a potestas

”
に
存
す
る
こ
と
を
、
私
は
上
で
述
べ
た
。
こ
の
権
利
は
恰
も
他
の
諸
権
利
の
何
ら
か
の
総
体
、

又
は
言
わ
ば
レ
ガ
ー
リ
エ
ン
の
集
合
体
で
あ
り
、
明
瞭
に
除
外
さ
れ
た
の
で
は
な
い
全
て
の
事
柄
に
つ
い
て
の
完
全
な
権
利
が
こ
の
力
を
有

す
る
者
に
帰
属
す
る
。」（

（（（
（
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こ
こ
で
も
、
先
に
挙
げ
た
一
節
と
同
様
に
、「
“Suprem

atus

”
の
権
利
」
が
「
軍
隊
に
よ
る
支
配
地
の
保
持
」
と
い
う
事
実
に

依
存
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
い
る（（（（
（

。
但
し
、
第
二
文
で
は
「
“Suprem

atus

”
の
権
利
」
の
抽
象
的
定
義
（
内
包
）
が
示
さ
れ
て

い
る
と
も
解
さ
れ
得
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
「
他
の
諸
権
利
の
何
ら
か
の
総
体
、
又
は
言
わ
ば
レ
ガ
ー
リ
エ
ン
の
集
合
体
」
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
こ
に
は
所
謂
「
ロ
ー
チ
ュ
ス
原
則（（（（
（

」
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
記
述
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
“Suprem

atus

”
の
定
義
に
関
し
て
次
の
二
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
第
一
に
、

“Suprem
atus

”
そ
れ
自
体
は
、
或
る
者
が
置
か
れ
て
い
る
状
態
と
い
う
意
味
に
お
い
て
事
実
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
事

実
に
基
づ
き
付
与
さ
れ
る
地
位
と
い
う
意
味
に
お
い
て
法
的
観
念
で
も
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
、

「
“Suprem

atus

”
の
権
利
」
は
“Suprem

atus

”
の
地
位
に
基
づ
く
権
利
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
抽
象
化
さ
れ
た
定
義
を
与
え
ら
れ

て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
（
２
）　

“Suprem
atus

”
の
具
体
的
諸
権
利

　

そ
れ
で
は
、
“Suprem
atus

”
の
権
利
と
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

『Suprem
atus

論
』
の
第
一
九
・
二
○
章
に
お
け
る
記
述
が
参
考
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
章
の
内
容
は
、
“Suprem

atus

”
の
具
体
的

権
利
を
論
ず
る
旨
が
明
言
さ
れ
た
上
で
の
も
の
で
は
な
く
、
飽
く
ま
で
も
ド
イ
ツ
諸
侯
の
権
能
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
同

書
全
体
の
構
成
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
第
一
四
章
冒
頭
に
お
い
て
「
し
か
し
、
ド
イ
ツ
諸
侯
の
権
能
（potestas

）
が
よ
り
正
し
く

理
解
さ
れ
る
た
め
に
、
物
事
が
根
源
か
ら
（ab origine

）
想
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（（
（

」
と
の
一
文
が
置
か
れ
、
そ
こ
か
ら
古
代

以
降
の
ド
イ
ツ
諸
侯
の
成
立
過
程
と
展
開
が
第
一
八
章
に
至
る
ま
で
の
五
章
を
費
や
し
て
論
じ
ら
れ
た
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
見
す
る
と
“Suprem

atus

”
の
具
体
的
権
利
に
は
関
連
し
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
第
一
九
章

に
お
い
て
、「
諸
侯
の
権
能
（potestas

）
は
、
“Suprem

atus

”
の
権
利
か
ら
又
は
帝
国
等
族
の
権
利
か
ら
生
ず
る
」
と
し
た
上
で
、
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「
し
か
し
、
我
々
は
先
ず
“Suprem

atus

”
の
権
利
か
ら
発
生
す
る
も
の
に
つ
い
て
論
ず
る
で
あ
ろ
う（（（（
（

」
と
し
て
、
同
章
に
お
い
て

「
内
在
的
な
も
の
」（im

m
anentia

）
で
あ
る
諸
権
利
に
つ
い
て
論
じ
、
第
二
○
章
で
「［
領
域
外
に
］
波
及
す
る
も
の
」

（transeuntia

）
と
さ
れ
る
諸
権
利
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る（（（（
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
第
一
九
・
二
○
章
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
諸
権
利
は
、

“Suprem
atus

”
の
具
体
的
諸
権
利
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
“Suprem

atus

”
の
具
体
的
諸
権
利
は
「
内
在
的
な
も
の
」
と
「［
領
域
外
に
］
波
及
す
る
も
の
」
に
区
分
さ

れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
“Suprem

atus

”
保
有
者
の
領
域
を
基
準
と
し
た
上
で
の
対
内
的
権
利
と
対
外
的
権
利
の
区
別
を
意
味
し
て

い
る
。
そ
の
上
で
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
次
の
よ
う
な
具
体
的
権
利
を
挙
げ
て
い
る
。

　

先
ず
、
対
内
的
諸
権
利
は
、「
人
を
理
由
と
す
る
か
、
物
を
理
由
と
す
る
か
」（vel ratione personarum

, vel ratione rerum

）

に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
人
を
理
由
と
す
る
」
も
の
に
つ
い
て
は
、「
人
を
、
確
か
に
臣
民
［
で
あ
る
こ
と
］
を
理

由
と
し
て
、
君
主
は
命
令
権
（jus im

perandi, sive jubendi

）
を
有
す
る
」
と
さ
れ
、
そ
れ
は
「
命
じ
ら
れ
た
事
柄
を
行
う
よ
う

強
制
す
る
」
権
利
で
あ
っ
て
、「
現
在
で
は
管
轄
権

0

0

0

（jurisdictio

）
と
い
う
言
葉
で
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（（（（
（

。

そ
し
て
、
具
体
的
に
は
「
法
令
制
定

0

0

0

0

権
」（jus condendi leges ac statuta

）、「
度
量
衡
制
定
権
及
び
貨
幣
鋳
造
権
」（jus 

constituendi pondera et m
ensras, cudendae m

onetae

）、「
公
文
書
館
保
有
権
」（jus habendi A

rchivi

）、「
名
誉
回
復
権
」

（jus infam
iae abolendae

）、「
恩
恵
付
与
権
」（jus aggratiandi

）、「
逮
捕
権
」（jus arrestandi

）
等
々
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（（（（
（

。

　
「
物
を
理
由
と
す
る
」
も
の
に
つ
い
て
は
、
更
に
「
無
主
物
に
つ
い
て
の
（in res nullius

）
も
の
か
、
臣
民
の
物
に
つ
い
て
の

（in res subditorum

）
も
の
か
」
で
区
別
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
無
主
物
に
つ
い
て
は
、
取
得
或
い
は
他
者
を
排
除
す
る
権
利
が
認
め

ら
れ
、
そ
の
具
体
的
権
利
と
し
て
、「
公
の
河
川
及
び
道
路
に
つ
い
て
の
権
利
」（jus flum

inis publici viaeque

）、「
狩
猟
権
・
捕

鳥
権
・
漁
労
権
」（jus venationis, aucupii, piscationis

）
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
臣
民
の
物
に
つ
い
て
は
、「
臣
民
の
保

護
と
い
う
理
由
に
よ
り
」（Subditi protectionis causa

）「
君
主
又
は
領
主
に
」
付
与
さ
れ
る
権
利
で
あ
る
と
の
考
え
が
示
さ
れ
て
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お
り
、
具
体
的
権
利
と
し
て
、「
特
別
救
援
権
」（jus extraordinariarum

 subventionum

）、「
課
税
権
又
は
徴
税
権
」（jus 

indicendi tribute, sive collectandi

）、
特
定
の
物
（
例
え
ば
、
肉
、
ワ
イ
ン
等
）
に
対
す
る
課
税
権
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
“Suprem

atus

”
保
有
者
に
認
め
ら
れ
る
対
内
的
諸
権
利
は
、
立
法
、
執
行
、
司
法
、
課
税
と
い
っ
た
広
範
囲
に

及
ぶ
も
の
な
の
で
あ
る（（（（
（

。
そ
れ
で
は
、
第
二
○
章
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
「［
領
域
外
に
］
波
及
す
る
も
の
」
と
さ
れ
る
諸
権
利
は
如

何
な
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
章
で
は
冒
頭
か
ら
次
の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
「
他
者
に
波
及
し

0

0

0

0

0

0

、
そ
し
て
領
域
外
に
達
す
る
諸
侯
の
諸
権
利

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、［
次
の
通
り
で
あ
る
。
即
ち
、］
戦
争
と
平
和
の
権
利
、
同
盟
の
権
利
、

軍
隊
を
保
有
す
る
権
利
、
堡
塁
を
建
造
す
る
［
権
利
］、
兵
器
庫
を
準
備
す
る
（arm

am
entarii adornandi

）［
権
利
］、
帝
国
の
構
成
員

で
は
な
い
者
を
抑
止
す
る
権
利
（jus repressaliarum

）、
外
国
人
の
権
利
を
援
用
す
る
者
に
対
す
る
、
即
ち
、
自
ら
に
帰
す
る
外
国
の
相

続
［
財
産
］
を
獲
得
す
る
者
に
対
す
る
報
復
の
権
利
（[jus] retorsionis in eos, qui A

lbinagii jure utuntur, id est in eos, qui 
extraneis successiones apud se obvenientes auferunt

）、
そ
れ
ら
［
の
租
税
］
に
よ
り
帝
国
の
他
の
構
成
員
が
圧
迫
さ
れ
な
い
よ

う
な
、
そ
し
て
外
国
の
利
益
が
制
約
さ
れ
な
い
よ
う
な
方
法
で
、
通
行
に
対
す
る
租
税
を
決
定
す
る
権
利
、
他
者
の
領
域
を
攻
撃
す
る
た
め

の
無
害
な
通
行
の
権
利
（jus innoxii transitus
）、
そ
れ
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
公
共
の
事
柄
が
（res Christianorum

 publica

）

協
議
さ
れ
る
一
般
的
な
条
約
及
び
会
議
に
介
入
す
る
権
利
、
仲
介
を
申
出
る
こ
と
、
仲
裁
を
引
受
け
る
こ
と
、
保
証
を
約
束
す
る
こ
と
の
権

利
（jus m

ediationis offerendae, arbitrii suscipiendi, garantiae prom
ittendae

）、
外
国
の
者
で
あ
っ
て
も
制
圧
さ
れ
た
者
を
救

助
す
る
権
利
。
次
い
で
、
威
厳
（dignitas

）
そ
れ
自
体
と
キ
リ
ス
ト
教
諸
侯
の
間
で
定
め
ら
れ
て
い
る
土
地
、
卓
越
し
た
家
門
の
権
利
、

そ
し
て
人
格
の
不
可
侵
（personae inviolabilitas

）。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
全
て
［
の
権
利
］
が
僅
か
に
よ
り
近
く
使
節
権
（
そ
の
こ
と

を
原
因
と
し
て
、
我
々
の
側
で
こ
の
考
察
が
試
み
ら
れ
た
。）
に
関
係
す
る
の
で
あ
る
か
ら
（quoniam

 om
nia ista paulo propius 

pertinent ad jus Legationis, cujus causa haec a nobis suscepta tractatio est

）、
そ
れ
故
に
、
暫
く
後
に
よ
り
明
確
に
、
或
る

時
に
は
戦
争
・
平
和
・
同
盟
の
権
利
及
び
こ
れ
に
関
係
付
け
ら
れ
る
事
柄
を
、
別
の
時
に
は
使
節
自
身
の
指
導
者
の
地
位
の
及
び
家
門
の
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（ipsius Principatus fam
iliaeque

）、
更
に
は
人
格
の
尊
厳
を
、
我
々
は
説
明
す
る
で
あ
ろ
う
。」（

（（（
（

　

以
上
に
列
挙
さ
れ
た
諸
権
利
の
中
で
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
最
重
要
視
す
る
も
の
が
、「
ド
イ
ツ
諸
侯
に
相
応
し
い
戦
争
の
権
利
、
平

和
の
［
権
利
］
及
び
同
盟
の
［
権
利
］」（

（（（
（

で
あ
り
、
特
に
、「
戦
争
の
権
利
と
同
盟
の
［
権
利
］
は
結
び
付
い
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い

る
（
（（（
（

。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
を
中
核
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
重
要
な
観
念
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、「
平
等
権
」

で
あ
る
。

　
（
３
）　

“Suprem
atus

”
に
基
づ
く
「
平
等
権
」

　
『Suprem

atus

論
』
第
二
三
章
の
冒
頭
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
「
戦
争
、
平
和
及
び
同
盟
の
権
利
を
有
す
る
何
れ
の
者
も
、
軍
隊
を
給
養
し
、
重
大
な
事
柄
に
（m

agnis rebus

）
介
入
し
得
る
の
で
あ

り
、
約
言
す
る
な
ら
ば
、
“Suprem

atus

”
を
有
す
る
者
に
は
、
よ
り
一
層
礼
節
を
弁
え
た
［
即
ち
、「
文
明
化
」
し
た
］
欧
州
の
他
の
権

力
者
達
と
の
同
朋
の
権
利

0

0

0

0

0

（Jus Fraternitatis cum
 caeteris Europae m

oratioris Potestatibus

）
が
相
応
し
い
。
そ
の
権
利
に
は
、

特
に
、
一
方
が
他
方
に
対
し
て
、（
力
の
長
い
懸
隔
が
あ
る
と
し
て
も
）
恰
も
平
等
者
を
（aequalem

）、
そ
し
て
仲
間
を
（socium

）
育

む
こ
と
、
一
方
が
他
方
の
尊
厳
を
考
慮
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
首
長
が
確
か
に
教
会
の
全
般
的
擁
護
者
で
あ
る
皇
帝
で
あ
る
、
か
の
共
通

の
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
に
お
け
る
同
一
の
宮
廷
の
同
等
者
（pares ejusdem

 Curiae

）
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
。」（

（（（
（

　　

ま
た
、
こ
れ
に
続
く
部
分
で
は
、「
ド
イ
ツ
諸
侯
が
、
諸
国
王
の
間
で
の
戦
争
に
お
い
て
調
停
者
（M

ediatores

）、
或
い
は
所
謂

平
和
の
仲
介
者
（Pacis Conciliatores

）
で
さ
え
も
あ
り
得
る
こ
と
も
今
や
確
か
で
あ
る（（（（
（

」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
に
お

け
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
主
張
は
明
白
で
あ
る
。
即
ち
、
“Suprem

atus
”
保
有
者
は
欧
州
（
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
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（Christianitatis Respublica

）
で
も
あ
る
。）
に
お
い
て
「
同
朋
の
権
利（（（（
（

」
を
有
し
、「
力
の
長
い
懸
隔
が
あ
る
と
し
て
も
」（longo 

licet potentiae intervallo

）、
即
ち
、「
国
力
」
に
大
き
な
差
が
あ
る
と
し
て
も（（（（
（

、
法
的
に
平
等
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。（
同
様

の
思
考
は
、「
“Suprem

atus

”
を
享
受
す
る
全
て
の
者
の
間
で
、
自
然
が
恰
も
或
る
種
の
社
会
を
（quandam

 [sic] velut Societatem

）、

そ
し
て
あ
る
程
度
の
平
等
を
（quodam

m
odo aequalitatem

）
を
確
立
し
た（

（（（
（

」
と
の
表
現
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。）

　

更
に
、
こ
れ
ら
の
論
述
に
関
し
て
、
我
々
は
次
の
点
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が

「
“Suprem

atus

”
保
有
者
の
平
等
」
を
導
出
す
る
過
程
に
お
い
て
、
“Suprem

atus

”
の
最
高
性
や
絶
対
性
か
ら
平
等
性
を
演
繹
す

る
と
い
う
論
理
を
採
用
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
近
代
国
際
法
に
お
け
る
「
国
家
平
等
原
則
」
が
主
権
の
最
高
性

や
絶
対
性
（
そ
れ
ら
は
ボ
ダ
ン
や
ホ
ッ
ブ
ズ
の
主
権
理
論
に
通
ず
る
。）
か
ら
の
論
理
的
帰
結
で
あ
る
こ
と
に
比
較
す
る
な
ら
ば
、
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
の
“Suprem

atus

”
理
論
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
（
二
）　

“sum
m

a potestas

”

　
（
１
）　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
“sum

m
a potestas

”
観
念

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
“sum

m
a potestas

”
観
念
を
考
察
す
る
際
に
我
々
が
直
面
す
る
困
難
は
、（
本
稿
第
二
章
の
考
察
に
お
け
る

「
法
」（jus

）
の
場
合
と
同
様
に
）
そ
の
積
極
的
定
義
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
以
下
で
は
、
彼
に

よ
る
“sum
m

a potestas

”
へ
の
言
及
箇
所
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
“sum

m
a potestas

”
観
念
を
或
る
程
度
明
ら
か

に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

先
ず
、（
次
章
第
一
節
（
三
）（
１
）
で
も
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
）『
テ
ン
ツ
ェ
リ
ウ
ス
宛
書
簡
』
に
お
い
て
、「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ

ウ
ム
上
の
人
格
を
有
す
る
者
、
即
ち
、
“sum

m
a potestas

”
に
基
づ
い
て
参
与
す
る
者
（qui partem

 capiunt de sum
m

a 

potestate

）」（
（（（
（

と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、（
次
章
第
二
節
（
一
）（
１
）
で
も
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
）『
類
纂
助
言
』
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に
お
い
て
、「
諸
々
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー
リ
ウ
ム
が
“sum
m

a potestas

”
の
参
与
者
で
あ
る
者
達
の
、

或
い
は
そ
れ
［
即
ち
、
“sum

m
a potestas

”］
に
由
来
す
る
権
威
を
有
す
る
者
達
の
慣
行
及
び
見
解
に
よ
り
最
大
限
に
支
持
さ
れ
る（（（（
（

」

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
更
に
、『
法
原
理
考
察
』
に
お
い
て
、「
第
二
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」（Jus Gentium

 

secundarium

）
が
実
定
法
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
上
で
、
そ
れ
が
「
諸
々
の
“sum

m
a potestas

”」
を
拘
束
す
る
旨
の
主
張

が
な
さ
れ
て
い
る
（
ま
た
そ
の
文
脈
中
で
「
複
数
の
“sum

m
a potestas

”
が
、
そ
し
て
、
そ
れ
だ
け
の
数
の
自
由
な
る
人
格
（personae 

liberae

）
が
」
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。（

（（（
（

）
こ
と
に
我
々
は
着
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
“sum

m
a 

potestas

”
保
有
者
は
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
規
律
の
対
象
で
あ
る
と
共
に
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー

リ
ウ
ム
の
創
出
主
体
（
或
い
は
、
少
な
く
と
も
、
慣
行
の
支
持
者
）
で
も
あ
り
得
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。（
尚
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の

「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
及
び
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー
リ
ウ
ム
」
の
観
念
に
つ
い
て
は
、
次
章
第
一
節
で
考
察
が

な
さ
れ
る
。）

　

ま
た
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー
リ
ウ
ム
に
関
連
し
て
、『
類
纂
』
の
「
序
文
」
に
お
い
て
、「
国
家
外
で
又
は

“sum
m

a potestas

”
の
参
与
者
で
あ
る
（
そ
れ
ら
の
者
は
同
一
の
国
家
内
で
あ
っ
て
も
と
き
に
は
複
数
存
在
す
る
）
国
家
間
で
は
、
諸

人
民
の
黙
示
的
同
意
に
よ
り
受
容
さ
れ
た
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー
リ
ウ
ム
の
場
が
存
在
す
る（（（（
（

」
と
論
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
“sum

m
a potestas

”
の
参
与
者
」
が
「
国
家
」（Respublica

）
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
に
加
え
て
、『
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
批
判
』
に
お
い
て
「
そ
の
者
の
同
等
者
に
対
し
て
、
“sum

m
a potestas

”
を
有
す
る
一

つ
の
公
的
人
格
は
国
家
（civitas

）
で
あ
る（（（（
（

」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
も
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
“sum

m
a potestas

”
を
有

す
る
者
が
国
家
（Respublica: civitas

）
と
等
置
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
国
家
が
単
一
の
存
在
と
し
て
（「
一
つ
の
公
的
人
格
」
と
し
て
）

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー
リ
ウ
ム
の
適
用
対
象
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る（（（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
確
認
さ
れ
た
「
“sum

m
a potestas

”
を
有
す
る
者
が
国
家
と
等
置
さ
れ
る
」
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
の
側
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面
が
存
在
す
る
。
即
ち
、『
模
範
』
に
お
い
て
「
“sum

m
a potestas

”
の
人
格
は
自
ら
の
中
で
諸
々
の
臣
民
の
（subditorum

）
公

的
人
格
、
或
い
は
何
者
か
が
言
う
と
こ
ろ
の
、
倫
理
的
［
人
格
］
を
結
合
す
る（（（（
（

」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、

臣
民
の
公
的
人
格
を
統
合
し
た
も
の
と
し
て
“sum

m
a potestas

”
の
人
格
が
措
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
国
内
的
に
」
臣
民
の
公
的
人
格
の
統
合
で
あ
り
、「
対
外
的
に
」
一
個
の
公
的
人
格
と
し
て
そ
の
統
合
体
を
代
表
す
る
も
の
が

“sum
m

a potestas
”
の
人
格
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

次
に
、
“sum

m
a potestas

”
の
「
対
内
的
」
側
面
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
先
ず
、
前
に
挙
げ
ら
れ
た
『
法
原

理
考
察
』
か
ら
の
引
用
箇
所
に
お
い
て
、「
諸
々
の
“sum

m
a potestas

”」
と
い
う
言
葉
に
は
「
他
の
民
族
の
立
法
者
と
し
て
の

権
力
を
自
ら
の
中
に
承
認
し
な
い
」（quae aliarum

 gentium
 potestatem

 legislatoriam
 in se non agnoscunt

（
（（（
（

）
と
の
修
飾
節
が

付
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
“sum

m
a potestas

”
は
他
民
族
の
（
国
内
）
法
に
は
服
し
な
い
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、『
類
纂
』
の

「
序
文
」
に
お
い
て
は
、「
国
家
内
（in Republica

）
で
は
国
家
法
（jus civile

）
が
“sum

m
a potestas

”
を
有
す
る
者
か
ら
力
を

受
け
取
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
国
内
立
法
権
が
“sum

m
a potestas

”
保
有
者
に
存
し
て
い
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、（
少
な
く
と
も
立
法
権
に
つ
い
て
は
）
“sum

m
a potestas

”
が
他
に
服
す
る
こ
と
の
な
い
対
内
的
に
最
高
の
権
力
で
あ

る
も
の
と
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
構
想
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
対
内
的
最
高
性
に
関
し
て
付
言
す
べ
き

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
“sum

m
a potestas

”
の
可
分
性
で
あ
る
。

　
（
２
）　

“sum
m

a potestas

”
の
可
分
性

　

先
ほ
ど
の
『
類
纂
』
の
「
序
文
」
か
ら
の
引
用
文
中
で
は
、「
“sum

m
a potestas

”
の
参
与
者
で
あ
る
国
家
」
と
い
う
句
に

「
そ
れ
ら
の
者
は
同
一
の
国
家
内
で
あ
っ
て
も
と
き
に
は
複
数
存
在
す
る（（（（
（

」
と
い
う
修
飾
節
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

一
国
内
で
の
複
数
の
参
与
者
に
よ
る
“sum

m
a potestas

”
の
分
有
が
あ
り
得
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
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こ
の
「
“sum

m
a potestas

”
の
可
分
性
」
に
つ
い
て
は
、『Suprem

atus

論
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
詳
細
な
議
論
が
展
開
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
、「
“sum

m
a potestas

”
の
可
分
性
」
と
い
う
主
張
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
展
開
し
た
主
権
論
（
よ
り
正
確
に
は
、

“sum
m

a potestas

”
論
）
に
対
す
る
反
駁
と
い
う
か
た
ち
で
登
場
し
て
い
る
。
先
ず
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
仮
に
、
我
々
が
ホ
ッ

ブ
ズ
に
耳
を
傾
け
る
な
ら
ば
、
我
々
の
も
と
で
は
、
純
粋
な
混
沌
（A

narciae m
erae

）
以
外
の
何
も
の
も
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
」

と
し
た
上
で
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
理
論
の
骨
子
を
「
国
家
（Respublica

）
又
は
そ
れ
を
代
表
す
る
人
格
が
欲
す
る
事
柄
が
各
人
が
欲
し

て
い
る
事
柄
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
、
各
人
は
自
ら
の
意
思
を
国
家
（Respublica

）
へ
、
即
ち
、
君
主
政
若
し
く
は
最
良
の

者
達
の
又
は
人
民
の
集
会
へ
（vel in M

onarcham
, vel aliquod optim

atum
 aut populi concilium

）、
或
い
は
自
然
人
又
は
公
的

人
格
へ
（in personam

 naturalem
 aut civilem

）
移
譲
し
な
け
れ
ば
な
ら
」
ず
、「
他
の
全
て
の
者
を
代
表
す
る
国
家

（Respublica

）
の
こ
の
公
的
人
格
は
単
一
の
も
の
以
外
の
何
も
の
で
も
あ
り
得
ず
、
“sum

m
a potestas

”
に
属
す
る
諸
権
利
（jura 

sum
m

ae potestatis

）
が
複
数
の
人
格
又
は
複
数
の
社
団
（collegia

）
の
間
で
誤
っ
て
分
割
さ
れ
得
る
こ
と
も
な
い
」
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
例
え
ば
、「
或
る
者
に
法
律
制
定
権
（jus legum

 ferendarum

）
が
存
し
、
他
の
者
に
課
税
権
（jus indicendorum

 

tributorum

）
が
存
す
る
な
ら
ば
、［
そ
れ
ら
の
者
の
間
に
］
頑
強
な
る
不
一
致
が
存
在
す
る
場
合
に
国
家
は
解
体
さ
れ
る
こ
と
［
に

な
る
の
で
あ
る
か
ら
］」
と
纏
め
て
い
る（（（（
（

。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
こ
の
よ
う
な
見
解
を
「
謬
論
」（paralogism

us

）
で
あ

る
と
し
、
そ
の
よ
う
な
謬
論
が
発
生
す
る
原
因
が
、「
不
都
合
（incom

m
odum

）
を
生
じ
さ
せ
得
る
事
柄
は
如
何
な
る
態
様
に
よ
っ

て
も
も
た
ら
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
（
そ
の
こ
と
は
人
間
の
事
柄
の
本
性
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
。）
と
彼
が
判
断
し
て
い
る
こ
と
の
中

に
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。

　
「
“sum

m
a potestas

”
が
分
割
さ
れ
た
場
合
に
、
多
く
の
不
和
が
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
仮
に
各
人
が
［
自
己
の
］
見
解
に
固
執
す
る
な
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ら
ば
、
戦
争
す
ら
も
、
発
生
し
得
る
こ
と
を
、
私
は
否
定
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
験
に
合
致
す
る
こ
と
は
、
人
間
は
、
強
情

（pertinacia

）
に
よ
り
物
事
の
最
重
要
事
を
（sum

m
am

 rerum

）
難
局
に
至
ら
せ
な
い
よ
う
に
、
大
抵
何
ら
か
の
中
道
を
（m

edias 
quasdam

 vias

）
採
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
全
て
の
者
に
と
っ
て
の
顕
著
な
事
例
と
し
て
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
及
び
オ
ラ
ン
ダ

（Respublicae Polonica &
 Belgica

）
が
あ
り
得
る
。」（

（（（
（

　

そ
し
て
、「
何
ら
か
の
中
道
」
の
例
と
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
一
地
域
の
代
表
が
議
会
（Com

itia

）
を
解
散
さ
せ
得
、
ま
た
オ

ラ
ン
ダ
で
は
和
戦
・
同
盟
等
の
重
要
問
題
に
つ
い
て
各
州
代
表
の
全
会
一
致
が
必
要
と
さ
れ
る
制
度
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
「
賢

明
さ
と
節
制
に
よ
り
」（prudentia et m

oderatione

）
柔
軟
に
運
営
さ
れ
て
い
る
旨
が
説
か
れ
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
帝
国
議
会
に

つ
い
て
も
、
全
て
が
多
数
決
で
決
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
事
項
に
よ
っ
て
は
全
会
一
致
が
必
要
と
さ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
見
解
に
従
う
な
ら
ば
、「
純
粋
な
混
沌
」
の
発
生
が
予
見
さ
れ
る
よ
う
な
制
度
で
あ
る

が
、
実
際
に
は
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
と
の
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
「
怪
物
の

如
き
」（m

onstrosa [sic]

）
と
表
現
す
る
者
が
い
る
が
、
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
同
様
の
事
柄
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ラ
ン
ダ

に
加
え
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ペ
イ
ン
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
さ
え
も
妥
当
す
る
と
す
る
。
更
に
ま
た
、
ト
ル
コ
の
ス
ル
タ
ン
で

あ
っ
て
も
臣
民
に
対
し
て
恣
意
的
統
治
を
行
う
こ
と
が
な
い
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

上
で
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
諸
々
の
ホ
ッ
ブ
ズ
的
帝
国
（Im

peria H
obbiana

）
は
よ
り
一
層
礼
節
を
弁
え
た
［
即
ち
、「
文
明
化
」
し

た
］
諸
国
民
の
も
と
で
（apud m

oratiores gentes

）
も
野
蛮
人
の
も
と
で
も
存
在
し
な
い
と
私
は
判
断
す
る
」
と
し
、
更
に
、

「
至
高
の
物
事
が
帰
属
す
る
者
が
天
使
の
徳
に
基
づ
く
（angelicis virtutibus
）
勢
威
を
ふ
る
う
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
が
可
能
で

も
望
ま
し
い
と
も
思
わ
な
い
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
結
論
付
け
る
。
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「
し
た
が
っ
て
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
示
す
事
は
、
全
て
［
の
事
柄
］
に
つ
い
て
信
頼
さ
れ
得
る
唯
一
の
存
在
で
あ
る
神
が
国
王
で
あ
る
よ
う
な

国
家
（ea Respublica 

…, cujus Rex D
eus est

）
に
お
い
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。」（

（（（
（

　

つ
ま
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
説
く
よ
う
な
「
不
可
分
の
主
権
」
が
人
間
界
に
お
い
て
実
質
的
に
不
可
能
で
あ
る
と

判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
尚
、
“sum

m
a potestas

”
の
分
割
の
内
実
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
る
べ
き
事
柄
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
、
“sum

m
a potestas

”
を
分
割
可
能
で
あ
る
と
し
、
ま
た
事
例
と
し
て
は
、（
ホ
ッ
ブ
ズ
の
議
論
を
引
用
す
る
か
た

ち
で
）
法
律
制
定
権
と
課
税
権
を
挙
げ
て
い
る
点
に
関
わ
る
次
の
よ
う
な
事
柄
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
よ
う
な
“sum

m
a 

potestas

”
の
分
割
が
統
治
権
の
中
の
同
一
内
容
の
権
能
を
複
数
者
で
分
有
す
る
と
い
う
形
式
で
あ
る
こ
と
も
論
理
的
に
は
排
除
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
近
代
的
な
国
家
権
力
の
分
割
論
（
典
型
的
に
は
「
三
権
分
立
論
」）
を
認
識
し
て
い
た
と
は
断

言
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
３
）　

“sum
m

a potestas

”
と
“Suprem

atus
”
の
関
係

　

そ
れ
で
は
、
“sum

m
a potestas

”
に
関
す
る
議
論
の
最
後
に
、
“sum

m
a potestas

”
と
“Suprem

atus

”
の
関
係
に
つ
い
て
考

察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

“sum
m

a potestas

”
と
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
と
の
関
係
や
“sum

m
a potestas

”
が
「
対
外
的
に
」
一
個
の
公
的
人
格
と

し
て
当
該
統
合
体
を
代
表
す
る
こ
と
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
規
律
対
象
と
な
る
“sum

m
a potestas

”
保
有
者
が
国
家
と
等

置
さ
れ
る
こ
と
、
更
に
は
、
武
力
に
よ
る
臣
民
の
支
配
を
重
視
す
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
“sum

m
a potestas

”
と

“Suprem
atus

”
の
間
に
は
殆
ど
差
異
が
存
在
し
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
両
者
は
同
一

の
観
念
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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既
に
（
本
節
（
一
）（
１
）
に
お
い
て
）
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
“Suprem

atus

”
の
権
利

0

0

0

、
或
い
は
何
者

か
が
言
う
よ
う
に
専
制
君
主
政

0

0

0

0

0

は
、
命
令
し
、
強
制
し
、
或
る
卓
越
し
た
支
配
地
を
武
装
し
た
軍
隊
に
よ
り
保
持
す
る
“sum

m
a 

potestas
”
に
存
す
る（（（（
（

」
と
し
て
い
る
。
こ
の
一
文
の
意
味
は
、「
“sum
m

a potestas

”
を
基
盤
と
し
て
“Suprem

atus

”
が
成
立

す
る
」
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、（
こ
れ
も
既
に
確
認
さ
れ
た
通
り
）
“Suprem

atus

”
保
有
の
た
め
に
は
「
欧
州
の
全
般
的

事
柄
に
対
す
る
影
響
力
の
行
使
」
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
“sum

m
a potestas

”
の
保
有
は
“Suprem

atus

”

保
有
の
た
め
の
必
要
条
件
で
は
あ
る
が
、
十
分
条
件
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
三
）　

“superioritas territorialis

”

　
（
１
）　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
“superioritas territorialis

”
観
念

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
統
治
権
を
巡
る
理
論
の
中
で
、
“Suprem

atus

”（
そ
し
て
、
“Souveraineté

”
及
び
“sum

m
a potestas

”）
と

並
ん
で
重
要
な
観
念
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
も
の
が
、
“superioritas territorialis

”
で
あ
る（（（（
（

。
こ
の
観
念
と
“Suprem

atus

”
が
密

接
に
関
係
す
る
（
し
か
し
、
両
者
は
別
個
の
観
念
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
）
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
が
『Suprem

atus

論
』
の
「
読
者

へ
」
に
お
け
る
次
の
記
述
で
あ
る
。

　
「
し
か
し
実
際
に
、
サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国
や
想
像
上
の
イ
ヴ
ト
（Y

vetot

）
王
国
の
［
領
域
］
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
（quale est 

Reipublicae Sanm
arinianae aut Regini im

aginarii Ivetotiani
）、
領
域
は
僅
少
で
あ
り
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
か
ら
更
に
（
外

国
人
が
“Souveraineté

”
と
呼
ぶ
も
の
に
対
応
す
べ
き
言
葉
と
し
て
）
“Suprem

atus

”
と
私
が
呼
ぶ
も
の
か
ら
“superioritas 

territorialis

”
を
私
は
区
別
す
る
。」（

（（（
（
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そ
れ
で
は
、
“superioritas territorialis

”
と
は
如
何
な
る
も
の
と
し
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
り
観
念
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
最
も
詳
細
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
が
、『Suprem

atus

論
』
第
一
○
章
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
共
同
の
領
域
」（territorium

 com
m

une

）
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
国
家
（civitas

）
や
支
配
地
（ditio [sic]

）
と

い
っ
た
空
間
的
な
広
が
り
を
指
す
だ
け
で
な
く
、「
諸
々
の
権
利
の
集
積
（jurium

 aggregatum

）
を
意
味
す
る
」
と
し
、
そ
の
理

由
が
「
相
続
財
産
と
世
襲
家
産
（haereditas et patrim

onium

）
が
或
る
家
門
や
住
居
に
お
け
る
物
及
び
権
利
の
総
体
（rerum

 

jurium
que in fam

ilia aliqua sive dom
icilio universitas

）
を
含
む
よ
う
に
、
領
域
は
土
地
の
居
住
さ
れ
た
部
分
に
お
い
て
帰
属
し

得
る
諸
々
の
権
利
の
総
体
（uiversitas jurium

）
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、「
こ
の
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
法
律

家
達
が
“superioritas territorialis

”
又
は
“sublim

e territorii jus

”
と
呼
ぶ
も
の
が
発
生
す
る
」
と
し
て
い
る（（（（
（

。
つ
ま
り
、

“superioritas territorialis
”（
そ
れ
は
、
“sublim

e territorii jus

”
で
も
あ
る
。）
と
は
、
領
域
に
由
来
す
る
諸
々
の
権
利
の
総
体

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
２
）　

“superioritas territorialis

”
の
享
有
主
体
：「
管
轄
権
の
主
」
と
「
領
域
の
主
」

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
更
に
、
“superioritas territorialis

”
又
は
“sublim

e territorii jus

”
に
は
、「
管
轄
権

0

0

0

（Jurisdictio

）
及

び
軽
度
の
強
制
権
能

0

0

0

0

0

0

0

（levis coërcendi potestas

）
の
他
に
、
武
力
の
権
利

0

0

0

0

0

（Jus m
anus m

ilitaris

）
さ
え
も
が
含
ま
れ
る
」
と
す

る
（
（（（
（

。
そ
し
て
彼
は
、「
管
轄
権
の
主

0

0

0

0

0

（D
om

inus jurisdictionis
）
と
領
域
の
主

0

0

0

0

（D
om

inus territorii

）
は
相
異
な
る
も
の
で
あ
る
」

と
の
前
提
を
設
定
し
た
上
で
、
各
々
の
説
明
に
進
む
。

　

先
ず
、「
管
轄
権
を
、
訴
訟
を
決
定
す
る
こ
と
に
関
す
る
権
能

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
或
い
は
判
決
を
下
し

0

0

0

0

0

0

0

0

、
命
令
不
服
従
の
私
人
を
強
制
す
る
権
利

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
私
は
呼
ぶ（（（（
（

」
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
反
抗
的
な
者
達
に
対
し
て
、
必
要
で
あ
れ
ば
（ubi opus

）、
力
を
利
用
す
る
こ
と
が
許
容

さ
れ
る
場
合
に
、
強
制
権
能
（
そ
れ
を
昔
の
法
律
家
達
は
支
配
権
（Im

perium

）
と
呼
ん
だ
。）
が
存
在
す
る
と
私
は
言
う
」
と
さ
れ
る
。
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「
そ
れ
に
対
し
て
、
武
力
の
権
利

0

0

0

0

0

は
、
単
純
な
強
制
権
能
よ
り
も
は
る
か
に
高
位
に
あ
る
何
も
の
か
で
あ（（（（
（

」
り
、「
支
配
地
全
体
を
責

務
に
留
め
る
（in offi

cio continendam

）
た
め
に
十
分
で
あ
る
武
力
を
集
め
る
と
い
う
こ
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
が
権
能
の
中
に
あ

る
場
合
に
、
武
力
の
権
利
と
私
は
呼
ぶ（（（（
（

」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、「
管
轄
権
」
と
「（
軽
度
の
）
強
制
権
能
」
の
上
位
に
「
武
力
の
権
利
」
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
位
置
付
け
に
は
、
実
際
の
職
務
に
当
た
る
者
の
存
在
が
対
応
し
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

前
二
者
に
つ
い
て
は
、「
正
義
の
代
理
人
」（Justitiae M
inister

）（
即
ち
、
司
法
官
）
が
行
使
す
る
権
能
と
し
て
記
述
さ
れ
、「
何
れ

か
の
村
や
城
塞
の
主
（V

ici vel Burgi D
om

inus

）
は
、
全
て
の
管
轄
権
を
有
し
得
る
し
、
極
刑
を
も
っ
て
罰
し
得
る
し
、
先
導
吏

（lictor

）
を
通
じ
て
、
そ
し
て
、
必
要
な
場
合
に
は
、
集
め
ら
れ
た
市
民
又
は
農
民
を
通
じ
て
、
命
令
不
服
従
の
若
干
の
私
人
を
秩

序
へ
と
戻
し
得
る
」
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
者
は
「
兵
隊
を
徴
募
す
る
こ
と
、
大
き
な
弩
を
引
く
こ
と
（torm

enta m
ajora ducere

）

［
即
ち
、
大
規
模
な
武
力
の
行
使
］、
そ
の
他
そ
れ
に
よ
り
そ
の
土
地
全
体
を
命
令
へ
と
強
制
す
る
よ
う
訴
え
る
こ
と
を
な
し
得
な
い
」

の
に
対
し
て
、「
僅
か
な
反
抗
的
な
者
に
対
し
て
で
は
な
く
、
或
る
共
同
体
（com

m
unitas

）
全
体
に
対
し
て
準
備
さ
れ
た
力
が
存

在
す
る
場
合
に
は
、
領
域
の
主
に
助
け
を
求
め
る
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る（（（（
（

。
即
ち
、「
管
轄
権
」
と
「（
軽
度
の
）
強
制

権
能
」
は
「
正
義
の
代
理
人
」
や
「
村
や
城
塞
の
主
」
が
有
し
得
る
の
に
対
し
て
、「
武
力
の
権
利
」
は
「
領
域
の
主
」
の
み
が
有

す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
管
轄
権
の
主
」
と
「
領
域
の
主
」
を
区
別
す
る
と
い
う
前
提
を
設
定
し
た
こ
と
の
意
味
が
こ
こ
に
お
い
て
明
ら
か
に

な
る
。
即
ち
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
こ
れ
ら
の
事
柄
を
正
確
に
考
察
す
る
者
は
、
“superioritas territorialis

”
が
至
高
の
強
制
権

（sum
m

um
 cogendi sive coërcendi jus

）
の
中
に
存
す
る
と
見
る
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
こ
の
「
至
高
の
強
制
権
」
を
有
す
る
者
で

あ
る
「
領
域
の
主
」
こ
そ
が
“superioritas territorialis

”
を
有
す
る
と
の
見
解
を
示
す
の
で
あ
る（（（（
（

。

　

但
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
“superioritas territorialis

”
に
必
要
と
さ
れ
る
「
至
高
の
強
制
権
」
に
関
し
て
或
る
種
の
留
保
を
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付
し
て
い
る
。
即
ち
、
彼
は
「
こ
の
権
利
は
兵
士
が
な
く
と
も
保
有
さ
れ
得
る
こ
と
は
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
更

に
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「［
そ
の
者
が
］
服
従
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
臣
民
達
の
共
通
の
見
解
が
存
在
す
る
限
り
、
人
々
の
見
解
（
即
ち
、
恭
順

（obsequium

）、
崇
拝
（cultus

）、
権
威
（autoritas

）[sic]

）
の
み
に
よ
っ
て
、
力
そ
れ
自
体
に
よ
る
の
と
同
じ
だ
け
、
そ
し
て
し
ば
し

ば
そ
れ
以
上
に
、［
こ
の
権
利
の
保
有
は
］
可
能
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
確
か
に
、
僅
か
な
煽
動
者
に
よ
る
騒
動
に
対
抗

し
得
る
だ
け
の
少
数
の
手
勢
を
（m

anum

）
手
許
に
置
く
こ
と
で
十
分
で
あ
る
。
そ
の
間
、
必
要
な
場
合
に
は
、
大
き
な
力
を
利
用
す
る

権
能
が
承
認
さ
れ
た
状
態
で
あ
れ
ば
（confessam

 esse potestatem

）
十
分
で
あ
る
。」（

（（（
（

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
「
至
高
の
強
制
権
」
と
し
て
の
「
武
力
の
権
利
」
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
に
は
疑
念
の
余
地
は
な
い
。（
こ
れ

は
“Suprem

atus

”
に
関
す
る
議
論
で
も
同
様
で
あ
る
。）
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
被
治
者
の
側
の
認
識
に
よ
っ
て
は
、
現
実
に
大
規
模

な
武
力
を
保
有
す
る
必
要
が
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
“superioritas territorialis

”
の
帰
属
主
体
に
関
す
る
一
般
論
が
展
開
さ
れ
た
後
に
、
具
体
的
な
主
体

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、「
こ
の
権
利
は
帝
国
の
諸
侯
に
の
み
な
ら
ず
、
諸
伯
に
（com

itibus

）
も
帰
属
」
し
、「
自
由
都
市
に

関
し
て
は
（[d]e U

rbibus liberis

）、
か
つ
て
長
い
間
疑
義
が
存
在
し
た
が
、
最
近
、
特
に
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
講
和
に
よ
り
（Pace 

im
prim

is M
onasteriensi

）、
問
題
は
決
着
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る（（（（
（

」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（（（（
（

。

　
（
３
）　

“superioritas territorialis

”
の
特
質

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、「
“superioritas territorialis

”
が
臣
民
を
強
制
す
る
至
高
の
権
利
に
存
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
と
い
う
。
即
ち
、
“superioritas territorialis

”
の
中
に
「
明
示
的
に
除
外
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さ
れ
て
は
い
な
い
、
或
い
は
他
者
に
留
保
さ
れ
て
い
る
物
以
外
の
他
の
全
て
の
物
を
支
配
す
る
完
全
な
裁
量
」
が
存
在
し
、
そ
の
こ

と
か
ら
「
領
域
権
（territoriale jus

）
は
或
る
種
の
諸
権
利
の
総
体
に
存
す
る
こ
と
（in quadam

 Jurium
 U

niversitate 

consistere
）」、
更
に
、「
明
示
的
合
意
に
よ
り
及
び
頻
繁
に
誓
約
に
よ
り
、
或
い
は
地
方
の
慣
習
に
よ
り
（Provinciae 

consuetudine
）
多
く
の
レ
ガ
ー
リ
エ
ン
（Regalia

）
が
［
“superioritas territorialis

”
か
ら
］
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ

れ
に
も
拘
ら
ず
、
“superioritas territorialis

”
は
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
の
帰
結
と
し
て
、

「
我
々
の
領
域
に
お
い
て
、
他
者
が
狩
猟
権
（jus venationis

）、
採
掘
権
（jus fodinarum

）、［
市
場
］
開
設
権
（jus aperturae

）、

召
集
権
（jus conducendi
）、
徴
税
権
（jus vectigalium

）、
更
に
は
、
そ
の
他
の
管
轄
権
或
い
は
犯
罪
者
に
死
刑
を
科
す
権
利
と

被
告
人
を
処
刑
す
る
権
利
を
有
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
に
な
る
」
上
に
、「
所
謂
最
終
審
の
権
利
（jus 

suprem
ae instantiae

）」
も
他
者
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
逆
に
、「
領
域
の
主
が
、
貨
幣
鋳
造
権
（jus signandae 

m
onetae

）、
裁
量
に
よ
り
租
税
を
課
す
権
利
（jus indicendi tribute pro arbitrio

）、
堡
塁
築
造
権
（jus struendi m

unim
enta

）、

そ
の
他
の
多
く
［
の
権
利
］
を
有
し
得
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
発
生
す
る
と
い
う
の
で
あ
る（（（（
（

。

　

つ
ま
り
、
“superioritas territorialis

”
は
（
そ
の
享
有
主
体
が
「
領
域
の
主
」
と
呼
ば
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
）
近
代
国
際
法
上
の

観
念
と
し
て
の
「
領
域
主
権
」
の
よ
う
な
排
他
的
な
権
利
を
意
味
し
な
い
。
そ
れ
は
、
レ
ガ
ー
リ
エ
ン
と
い
う
帝
国
国
制
上
の
諸
権

利
に
よ
っ
て
蚕
食
さ
れ
得
る
、
し
か
し
そ
れ
で
も
そ
の
部
分
を
除
い
た
諸
権
利
は
「
領
域
の
主
」
の
手
に
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
、

と
い
う
権
力
の
総
体
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
で
も
、
我
々
が
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、「
明
示
的
に
除
外
さ
れ
て
は
い
な
い
、
或

い
は
他
者
に
留
保
さ
れ
て
い
る
物
以
外
の
他
の
全
て
の
物
を
支
配
す
る
完
全
な
裁
量
」
が
“superioritas territorialis

”
に
は
含

ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
即
ち
、
“superioritas territorialis
”（
及
び
「
領
域
権
」）
は
、
個
別
的
権
利
の
集
合
体

で
は
な
く
、
権
利
の
総
体
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、
個
別
的
権
利
の
列
挙
に
よ
り
帰
納
的
に
導
出
さ
れ
る
観
念
で
は
な
く
、
個
別

的
権
利
を
必
要
に
応
じ
て
演
繹
し
得
る
観
念
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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（
４
）　

“superioritas territorialis

”
と
“Suprem

atus

”
の
関
係

　

そ
れ
で
は
、
以
上
で
検
討
さ
れ
て
き
た
“Suprem

atus

”
と
“superioritas territorialis

”
の
関
係
は
如
何
な
る
も
の
な
の
で

ろ
う
か
。
そ
れ
ら
は
同
一
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
う
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
両
者
の
相
異
は
奈
辺
に
存
在
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
考
察
す
る
に
際
し
て
参
考
と
な
る
も
の
が
、『Suprem

atus

論
』
第
一
二
章
中
の
次
の
よ
う
な
記
述
で
あ

る
。

　
「
ド
イ
ツ
の
諸
々
の
自
由
都
市
は
（liberae Germ

aniae civitates

）、
守
備
隊
を
受
容
れ
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
し
、
実
力
に
よ
り

容
易
に
占
領
さ
れ
得
る
こ
と
も
な
い
が
、
我
々
は
そ
れ
ら
に
“Suprem

atus

”
を
認
め
な
い
し
、
そ
れ
ら
［
の
自
由
都
市
］
は
自
ら
の
そ
れ

［
即
ち
、
“Suprem

atus

”］
を
自
ら
に
［
与
え
る
よ
う
］
要
求
し
な
い
。
な
ぜ
、
そ
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
皇
帝
及
び
帝
国
に
束
縛
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
は
確
か
に
な
い
。
選
帝
侯
に
よ
り
“Suprem

atus

”
が
譲
許
さ
れ
得
な
い
か
ら
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
［
諸
都
市
］
の

支
配
者
達
（Rectores

）
が
優
れ
た
血
統
の
出
身
（ex illustri stirpe

）
で
は
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
そ
う
で
は
な
い
。
…
［
中

略
］
…
そ
れ
で
は
、
結
局
、
な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
［
諸
都
市
］
自
体
に
お
い
て
（
個
々
に
つ
い
て
、
と
私
は
言
う
。）
至
高
の

事
柄
に
対
す
る
諸
々
の
影
響
力
（m

om
enti ad sum

m
am

 rerum

）
が
十
分
に
存
在
し
な
い
と
見
ら
れ
る
こ
と
以
外
に
、
私
は
理
由
を
見

出
さ
な
い
。
つ
ま
り
、
軍
勢
（copiae

）
を
給
養
し
な
い
が
、
自
ら
の
中
で
防
護
さ
れ
て
お
り
、
実
力
に
対
し
て
亀
甲
の
よ
う
に
守
ら
れ
て

い
る
、
つ
ま
り
［
そ
れ
ら
諸
都
市
は
］
“superioritas territorialis

”
を
有
す
る
が
、
“Suprem

atus

”
を
有
し
な
い
の
で
あ
る
。」（

（（（
（

　

こ
こ
か
ら
明
ら
か
と
な
る
こ
と
は
、
“Suprem

atus

”
と
“superioritas territorialis

”
の
相
異
は
「
至
高
の
事
柄
に
対
す
る
影

響
力
」
の
有
無
と
い
う
事
実
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
こ
れ
は
、
勿
論
、
本
章
第
二
節
（
一
）
で
確
認
さ
れ
た
「
欧
州
の
全
般
的

事
柄
の
総
体
に
対
し
て
何
ら
か
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
得
る
者
」
に
“Suprem

atus
”
が
与
え
ら
れ
る
と
す
る
こ
と
に
合
致
す
る
。）
そ
し
て
、

“Suprem
atus

”
の
有
無
の
基
準
と
し
て
対
外
的
問
題
へ
の
影
響
力
の
保
持
と
い
う
事
実
を
重
視
す
る
と
い
う
点
は
、
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『Suprem
atus

論
』
の
中
で
繰
り
返
し
登
場
す
る（（（（
（

。
更
に
、
次
の
事
柄
も
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
こ
こ
で
重
視
さ

れ
て
い
る
「
事
実
」
と
は
、
帝
国
や
皇
帝
と
の
紐
帯
や
血
統
に
よ
る
正
統
性（（（（
（

の
よ
う
な
当
該
主
体
自
身
の
み
に
よ
り
変
更
不
可
能
な

事
柄
で
は
な
く
、
飽
く
ま
で
も
、
当
該
主
体
の
実
力
に
よ
り
変
更
可
能
な
事
柄
な
の
で
あ
る
。

　
（
四
）　

“Souveraineté

”

　
（
１
）　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
“Souveraineté

”
観
念

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
『
対
談
』
に
お
い
て
“Souveraineté

”
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

　
「
“Souveraineté

”
と
は
、
困
難
を
伴
う
こ
と
な
く
彼
自
身
の
事
柄
（les siens

）
を
強
制
し
得
る
こ
と
に
つ
い
て
の
、
そ
し
て
、（
人
が

彼
に
対
し
て
有
し
得
る
何
ら
か
の
義
務
と
人
が
彼
に
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
何
ら
か
の
服
従
又
は
忠
誠
を
）
他
者
に
よ
り
強
制
さ
れ
得
な
い
こ

と
に
つ
い
て
の
、
承
認
さ
れ
た
権
利
で
あ
る
。」（

（（（
（

　

つ
ま
り
、
自
ら
の
臣
民
に
対
す
る
強
制
権
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
の
み
に
認
め
ら
れ
た
支
配
者
の
権
利
が
“Souveraineté

”
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
同
様
の
定
義
は
、「
従
順
を
臣
民
に
強
制
す
る
正
統
且
つ
通
常
の
権
力
（un pouvoir legitim

e [sic] et 

ordinaire

）」、
或
い
は
「
民
事
の
執
行
に
関
す
る
至
高
且
つ
通
常
の
権
利
」（

（（（
（

（le droit suprem
e [sic] et ordinaire dʼexecution [sic] 

civil

）
と
い
う
表
現
で
も
示
さ
れ
て
お
り
、
臣
民
に
対
す
る
対
内
的
支
配
権
と
し
て
“Souveraineté

”
が
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　

但
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
“Souveraineté

”
は
対
外
的
な
側
面
を
も
有
す
る
。
即
ち
、「
“Souveraineté

”
の
戦
争
の
権
利

に
対
し
て
侵
害
を
与
え
得
る
も
の
は
戦
争
の
権
利
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る（（（（
（

」
と
さ
れ
、
或
い
は
、
講
和
・
戦
争
・
同
盟

の
権
利
が
“Souveraineté

”
の
問
題
と
さ
れ
て
い
る（（（（
（

こ
と
か
ら
、
ま
さ
に
和
戦
の
権
利
を
中
核
と
し
た
対
外
的
な
諸
権
能
が
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“Souveraineté

”
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。（
尚
、
本
稿
「
序
論
」
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に（

（（（
（

、

『
対
談
』
の
基
と
な
っ
た
『Suprem

atus

論（
（（（
（

』
に
お
け
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
実
践
的
課
題
が
ナ
イ
メ
ー
ヘ
ン
講
和
会
議
に
お
け
る
ハ
ノ
ー

フ
ァ
ー
公
の
使
節
の
処
遇
改
善
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、『
対
談
』
に
お
け
る
“Souveraineté

”
観
念
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
も
使
節
権

が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。（

（（（
（

）

　
（
２
）　

“Souveraineté

”
と
“Suprem

atus

”
の
関
係

　

そ
れ
で
は
、
以
上
で
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
“Suprem

atus

”
と
“Souveraineté

”
の
相
異
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
論
述
は
、
次
の
よ
う
に
、
や
や
不
明
瞭
な
部
分
を
含
ん
で
い
る
。

　

一
方
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
“Suprem

atus

”
と
“Souveraineté

”
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
表
現
を
す
る

こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、『Suprem

atus

論
』
第
一
三
章
冒
頭
に
お
い
て
は
、「
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
何
が
“Suprem

atus

”、

［
即
ち
、］ 

“Souveraineté

”
で
あ
る
べ
き
か
（quid sit Suprem

atus, la Souveraineté

）
が
十
分
に
理
解
さ
れ
る
と
私
は
判
断
す

る
（
（（（
（

」
と
さ
れ
て
お
り
、
“Suprem

atus
”
が
“Souveraineté

”
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
、 

“Suprem
atus

”
が
「
俗
に
言
う
と
こ
ろ
の
」（quem

 vulgo vocant

）
“Souveraineté

”
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る（（（（
（

。
更
に
別

の
箇
所
に
お
い
て
、
同
様
の
理
解
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、 

“Souverains

”
と
呼
ば
れ
る
者
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス

人
が
論
ず
る
際
に
、「
自
由
都
市
に
つ
い
て
（de urbibus liberis
）
や
富
裕
な
商
人
で
さ
え
も
が
自
ら
容
易
に
購
入
し
得
る
よ
う
な

僅
少
な
領
域
の
主
（exiguorum

 territoriorum
 D

om
inus

）
に
つ
い
て
」
は
議
論
の
対
象
と
さ
れ
ず
、「
戦
争
を
開
始
す
る
こ
と
、

戦
争
を
継
続
す
る
こ
と
、
言
わ
ば
、［
自
ら
の
］
力
に
よ
り
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
（vi stare

）、
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
（foedera 

pangere

）」、
更
に
、「
よ
り
劣
位
の
そ
し
て
よ
り
下
位
の
地
位
に
属
す
る
人
間
達
に
は
容
易
に
帰
属
す
る
こ
と
は
な
い
事
柄
（
但
し
、

教
会
諸
侯
の
選
挙
を
除
く
。）
に
対
し
て
、
権
威
を
も
っ
て
介
入
す
る
こ
と
が
出
来
る
重
要
な
権
力
者
達
に
つ
い
て
（de m

ajoribus 
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illis potestatibus

）」
論
じ
ら
れ
る
と
さ
れ
て
お
り（（（（
（

、
こ
こ
で
「
“Souverains

”
と
呼
ば
れ
る
者
」
の
実
質
は
“Suprem

atus

”
保

有
者
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

他
方
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
同
じ
く
『Suprem

atus

論
』
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

“Suprem
atus

”
と
“Souveraineté

”
を
区
別
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
「
と
こ
ろ
で
、
今
日
で
は
諸
々
の
小
さ
な
領
域
［
又
は
領
邦
（territoria

）］
が
“Souverainetés

”
と
称
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
よ
り
一
層
共
通
す
る
意
味
に
よ
れ
ば
、
こ
の
言
葉
は
よ
り
狭
く
制
約
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
領
域
を
有
し
、
軍
隊
を
進
発
さ
せ
得
る

者
達
が
“Souverains

”
又
は
“Potentats

”
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ
が
私
が
“Suprem

atus

”
と
呼
ぶ
事
柄
で
あ
る
。」（

（（（
（

　

同
書
で
は
更
に
、「
時
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
家
達
が
そ
の
言
葉
［
即
ち
、
“Souveraineté

”］
に
よ
り
“la Souveraineté de 

Bidache

”
や
類
似
の
種
類
の
僅
少
な
領
域
を
も
認
識
す
る
こ
と
を
確
か
に
私
は
知
っ
て
い
る
」
も
の
の
、「
公
的
な
事
務
に
関
し
て

は
（de publicis negotiis

）、
諸
々
の
“Souverains
”
は
、
大
き
な
領
域
を
保
有
す
る
者
達
を
別
称
で
“Potentats

”
と
呼
ぶ
こ
と

を
常
と
し
て
い
る（（（（
（

」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
類
纂
』
の
「
序
文
」
に
お
い
て
も
、
“Suprem

atus

”
が
「
国
家

（Respublica

）
内
で
、［
そ
の
者
よ
り
］
上
位
の
者
を
（superiorem

）
排
除
し
な
い
」
と
さ
れ
つ
つ
も
、「
し
か
し
な
が
ら
、
武
力
及

び
同
盟
を
通
じ
て
、
権
威
を
も
っ
て
諸
国
民
の
事
柄
に
介
入
し
得
る
よ
う
な
十
分
な
自
由
と
力
を
有
す
る
者
は
、
“Potentatus

”

の
中
に
数
え
ら
れ
、
“Suprem

atus

”
を
有
す
る
と
信
じ
ら
れ
る（（（（
（

」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
お
い
て
は
、
“Suprem

atus

”

と
“Souveraineté

”
を
区
別
す
る
と
い
う
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
引
用
部
分
を
矛
盾
な
く
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
広
義
と

狭
義
の
“Souveraineté

”
が
存
在
す
る
と
い
う
状
況
を
認
識
し
て
お
り
、
彼
に
と
っ
て
の
（
本
来
の
、
そ
し
て
「
よ
り
一
層
共
通
す
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る
意
味
」
に
お
け
る
）
“Souveraineté

”
と
は
、
“Potentat

”
に
よ
っ
て
の
み
担
わ
れ
る
資
格
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が

“Suprem
atus

”
な
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、（
前
述
の
“sum

m
a potestas

”
と
“Suprem

atus

”
の
関
係
と
同
様
に
）

“Souveraineté

”
の
保
有
は
、
“Suprem

atus

”
の
保
有
（
即
ち
、
“Potentat

”
で
あ
る
こ
と
）
の
必
要
条
件
で
は
あ
る
が
、
十
分
条

件
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
“Suprem

atus

”
観
念
の
特
質
は
如
何
な
る
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
々
節
で
考
察

す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
前
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
（
そ
し
て
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
国
制
や
法
を
論
じ
た
理
論
家
達
に
と
っ
て
）
の
重

要
問
題
で
あ
っ
た
帝
国
等
族
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
“Suprem

atus

”
理
論
に
お
け
る
位
置
付
け
と
い
う
観
点
か
ら
、
検

討
し
て
お
き
た
い
。

第
三
節　

“Suprem
atus

”
理
論
に
お
け
る
帝
国
等
族

　
（
一
）　

選
帝
侯
及
び
諸
侯

　
（
１
）　

“Suprem
atus

”
保
有
者
と
し
て
の
選
帝
侯
及
び
諸
侯

　

本
章
第
二
節
（
一
）
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、『Suprem

atus

論
』
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
自
領
で
の
武
力
に

よ
る
臣
民
の
支
配
」
と
「
欧
州
の
全
般
的
事
柄
に
対
す
る
影
響
力
の
行
使
」
を
行
っ
て
い
る
者
に
“Suprem

atus

”
を
付
与
す
る
と

し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
彼
が
繰
り
返
し
主
張
す
る
事
柄
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
帝
国
等
族
、
特
に
、
選
帝
侯
と
諸
侯

が
“Suprem
atus

”
保
有
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
読
者
へ
」
に
お
い
て
「
諸
々
の
国
王
に
劣
る
こ
と
な
く

我
々
の
選
帝
侯
及
び
諸
侯
に
相
応
し
い
全
て
の
事
柄
が
、
私
に
よ
り
指
し
示
さ
れ
て
い
る（（（（
（

」
と
い
う
表
現
で
予
示
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
実
際
に
こ
の
こ
と
の
論
証
こ
そ
が
『Suprem

atus

論
』
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
こ
と
は
、
同
論
考
の
全
体
の
構
成
と
個
別

的
議
論
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
理
解
可
能
で
あ
る
。
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先
ず
、『Suprem

atus

論
』
全
体
の
構
成
か
ら
は
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
論
考
は
「
読
者
へ
」
と
題
さ
れ
た
序
論
部

分
と
六
七
章
に
わ
た
る
本
論
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
本
論
第
一
章
か
ら
第
一
二
章
ま
で
は
、
言
わ
ば
、
“Suprem

atus

”
理
論
の
総

論
に
相
当
す
る
も
の
で
、
そ
れ
に
続
く
第
一
三
章
か
ら
は
ド
イ
ツ
諸
侯
や
帝
国
国
制
に
関
す
る
記
述
（
そ
の
中
で
第
一
四
乃
至
一
八
章

は
、
古
代
か
ら
の
ド
イ
ツ
諸
侯
の
生
成
の
歴
史
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。）
が
最
終
章
に
至
る
ま
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
全
体
の

五
分
の
四
以
上
の
章
が
ド
イ
ツ
に
関
す
る
問
題
を
直
接
的
に
扱
っ
て
お
り
、
し
か
も
、
総
論
相
当
部
分
で
あ
っ
て
も
、
第
一
章
冒
頭

の
一
文
は
「
ド
イ
ツ
の
諸
侯
が
自
ら
の
た
め
に
正
当
に
主
張
し
て
い
る
、
使
節
を
派
遣
す
る
権
利
に
関
す
る
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

論
争
が
今
日
展
開
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
諸
侯
の
使
節
権
が
こ
の
論
考
の
執
筆
の
端
緒
と
な
っ
て
い
る
と

の
印
象
を
読
者
に
与
え
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『Suprem

atus

論
』
に
お
い
て
ド
イ
ツ
諸
侯
に
関
す
る
個
別
的
議
論
が
開
始
さ
れ
る
第
一
三
章
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

　
「
こ
れ
ら
の
こ
と
［
即
ち
、
“Suprem

atus

”
理
論
の
総
論
相
当
部
分
に
お
け
る
記
述
］
か
ら
、
何
が
“Suprem

atus

”、［
即
ち
、］
“la 

Souveraineté

”
で
あ
る
べ
き
か
が
十
分
に
理
解
さ
れ
る
と
私
は
判
断
す
る
。
今
や
指
摘
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
諸
侯
は

“Suprem
atus

”
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」（

（（（
（

　

こ
れ
に
続
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
ド
イ
ツ
諸
侯
が
“Souverains
”
で
あ
る
こ
と
を
示
す
無
数
の
外
国
の
証
拠
を
容
易
に
入

手
で
き
る
」
と
し
て
、
様
々
な
「
証
拠
」
を
挙
げ
つ
つ
、
第
一
三
章
以
降
の
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
に
お
い

て
も
、「
諸
々
の
最
重
要
な
国
王
は
（M

axim
i Reges

）
は
ド
イ
ツ
諸
侯
と
“Souverain

”
か
ら
“Souverain

”
へ
の
如
く
ふ
る

ま
っ
た（（（（
（

」
と
さ
れ
、
或
い
は
、「
確
か
に
、
ド
イ
ツ
諸
侯
は
、
“Suprem

atus

”
を
有
す
る
彼
ら
の
全
て
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
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私
法
上
の
法
律
に
よ
り
（legibus juris privati

）
拘
束
さ
れ
な
い（（（（
（

」
と
さ
れ
、
更
に
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
関
連
し
て
「
最

重
要
で
あ
る
事
柄
に
関
し
て
（de m

axim
is rebus

）、
即
ち
、
宗
教
、
自
由
及
び
安
全
に
関
し
て
問
題
と
さ
れ
る
と
き
」「
今
日
の

帝
国
の
諸
侯
が
」
そ
の
判
断
に
加
わ
る
こ
と
、「
つ
ま
り
、
“Suprem

atus

”
を
享
受
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る（（（（
（

」
と
さ
れ
る
な
ど
、
帝
国
の
選
帝
侯
及
び
諸
侯
が 

“Suprem
atus

”
保
有
者
で
あ
る
旨
が
繰
り
返
し
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
（
（（（
（

。

　
（
２
）　

“Suprem
atus

”
保
有
者
と
し
て
の
選
帝
侯
及
び
諸
侯
の
権
能

　

そ
れ
で
は
、
“Suprem

atus
”
保
有
者
と
し
て
の
選
帝
侯
及
び
諸
侯
に
は
、
具
体
的
に
如
何
な
る
権
能
が
帰
属
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。『Suprem

atus

論
』
に
お
い
て
「
ド
イ
ツ
諸
侯
に
相
応
し
い
（com

petit

）」
中
核
的
権
能
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、

「
戦
争
の
権
利
、
平
和
の
［
権
利
］、
同
盟
の
［
権
利
］」（jus belli, pacis, foederum

）
で
あ
り
、
特
に
「
戦
争
の
権
利
」
に
関
し
て

は
「
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
の
下
で
制
定
さ
れ
た
公
共
の
平
和
（
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
）（Pax publica: Land-Friede

）
の
以
前
か
ら

そ
れ
ら
の
［
ド
イ
ツ
諸
侯
の
］
間
で
そ
れ
ら
の
者
に
相
応
し
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
外
国
人
に
対
す
る
（in exteros

）
戦
争
の
権

利
が
以
前
か
ら
ド
イ
ツ
諸
侯
に
相
応
し
か
っ
た
こ
と
は
疑
わ
れ
得
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る（（（（
（

。

　

ま
た
、
同
書
の
別
の
箇
所
で
は
選
帝
侯
と
「
帝
国
の
卓
越
し
た
諸
侯
」（praecipui Im

perii Principes

）
に
つ
い
て
、

“Suprem
atus

”
保
有
者
と
し
て
、「
尊
厳
に
よ
っ
て
も
名
誉
に
よ
っ
て
も
区
別
さ
れ
な
い
」（nec dignitate atque honoribus

…

separentur

）
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
者
の
使
節
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
旨
が
主
張
さ
れ
て
い
る（（（（
（

。
つ
ま
り
、「
選
帝
侯
及
び
有
力

諸
侯
は
平
等
」
で
あ
り
、「
“Suprem

atus

”
保
有
者
又
は
そ
の
使
節
は
尊
厳
・
名
誉
の
点
で
平
等
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
こ
で
も
“Suprem

atus

”
に
基
づ
く
「
平
等
権
」
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
よ
り
具
体
的
権
能
と
し
て
は
既
に
（
前
節
（
一
）（
２
）
に
お
い
て
）
挙
げ
ら
れ
た
、
“Suprem

atus

”
に
由
来
す
る
諸
権
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能
が
ド
イ
ツ
諸
侯
に
妥
当
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
（
二
）　

諸
身
分
間
の
差
異

　
（
１
）　

“Suprem
atus

”
保
有
者
と
し
て
の
選
帝
侯
及
び
諸
侯
と
皇
帝
の
差
異

　

と
こ
ろ
で
、
“Suprem

atus

”
理
論
を
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
等
族
に
適
用
し
、
選
帝
侯
及
び
諸
侯
が
“Suprem

atus

”
保
有
者
と

し
て
、
同
じ
く
“Suprem

atus

”
保
有
者
で
あ
る
皇
帝
と
平
等
な
地
位
に
置
か
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
帝
国
国
制
理
論
と
齟
齬
を
き

た
す
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
関
す
る
議
論
の
前
提
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
事
柄
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、

皇
帝
が
帝
国
の
「
首
長
」（le chef
）
で
あ
る
と
し（（（（
（

、
ま
た
帝
国
に
お
い
て
“Majestas

”
と
い
う
称
号
が
認
め
ら
れ
る
者
は
皇
帝
の

み
で
あ
る
と
す
る（（（（
（

こ
と
に
よ
っ
て
、
皇
帝
の
特
別
な
地
位
を
承
認
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
選
帝
侯

が
皇
帝
及
び
帝
国
に
対
し
て
「
誓
約
」（serm

ent
）
を
示
し
て
お
り
、
諸
侯
の
誓
約
が
選
帝
侯
の
そ
れ
と
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
は
な

い
と
す
る（（（（
（

こ
と
に
よ
っ
て
、
帝
国
の
選
帝
侯
及
び
諸
侯
が
（
そ
れ
ら
の
者
の
間
で
の
平
等
な
関
係
を
維
持
し
つ
つ
）
皇
帝
に
臣
従
し
て

い
る
こ
と
を
承
認
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
前
提
に
も
拘
ら
ず
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
選
帝
侯
及
び
諸
侯
が
帝
国
に
含
ま
れ
る
と
い
う
種
類
の
従
属
は

“Suprem
atus

”
と
相
反
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
得
る（（（（
（

」
と
す
る
。（
ま
た
、
こ
れ
と
同
一
の
思
考
は
「
諸
侯
の
権
能
は
、

“Suprem
atus

”
の
権
利
又
は
帝
国
等
族
の
権
利
に
由
来
す
る（

（（（
（

」
と
い
う
表
現
に
も
表
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。）
何
故
に
彼
は
そ
の
よ
う

に
主
張
し
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
論
拠
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
、「
武
器
を
使
用
す
る
権
利
（droit de se servir des arm

es

）

（
即
ち
、
“souveraineté

”）
を
与
え
る
資
格
を
、
臣
従
の
礼
（hom

m
ages

）
と
封
臣
で
あ
る
こ
と
（vasallages [sic]

）
へ
の
考
慮
を

払
う
こ
と
な
く
、
人
は
考
察
す
る
」
の
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
「
“le droit des gens

”
上
の
全
て
の
特
権
（
そ
れ
ら
は
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“Souverains

”
又
は
彼
等
の
使
節
（A

m
bassadeurs

）
に
帰
属
す
る
。）
へ
参
与
さ
せ
る
の
は
“souveraineté

”
で
あ
る
か
ら
」（

（（（
（

と
す

る
彼
の
見
解
で
あ
る（（（（
（

。
つ
ま
り
、
帝
国
国
制
の
枠
内
の
存
在
で
あ
る
こ
と
と
“le droit des gens

”
上
の
諸
権
利
の
享
有
主
体
で
あ

る
こ
と
は
、
別
箇
の
事
柄
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（（（（
（

。

　

以
上
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
帝
国
議
会
と
選
帝
侯
及
び
諸
侯
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
彼
等
の
「
自
由
及
び

“Souveraineté
”」、
特
に
、
戦
争
の
権
利
と
い
う
観
点
か
ら
、『
対
談
』
の
登
場
人
物
（Philarète

）
に
次
の
よ
う
に
述
べ
さ
せ
て

い
る
。

　
「
帝
国
全
般
の
統
治
を
扱
う
事
柄
は
、［
帝
国
］
議
会
に
帰
属
し
、
多
数
決
に
依
存
す
る
。
例
え
ば
、
帝
国
が
戦
争
を
宣
言
す
る
或
い
は
講

和
を
行
う
場
合
、
同
盟
条
約
を
締
結
す
る
場
合
、
使
節
（A

m
bassadeurs

）
を
派
遣
す
る
場
合
、
軍
隊
を
編
成
す
る
場
合
、
負
担
金
を
課

す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
を
規
律
す
る
こ
と
は
［
帝
国
］
議
会
に
属
す
る
。
し
か
し
、
特
に
個
々
の
選
帝
侯
又
は
諸
侯
の
自
由
及
び

“Souveraineté

”に
関
わ
る
事
柄
は
同
様
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
貴
方
は
理
解
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
者
は
、
帝
国
が
何
ら
の
迷
惑

も
蒙
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
者
の
個
別
的
事
項
に
関
し
て
戦
争
を
宣
言
で
き
る
の
で
あ
り
、
帝
国
が
戦
争
を
宣
言
す
る
場
合
に
は
、
自

身
の
負
担
分
を
負
担
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
し
て
、
急
迫
し
た
危
険
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
者
は
中
立
に
留
ま
り
得
る
こ
と
を

保
証
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
行
は
こ
の
見
解
を
支
持
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。（

（（（
（

」

　

つ
ま
り
、
帝
国
議
会
の
決
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
も
、
し
か
も
、
た
と
え
そ
れ
が
帝
国
の
戦
争
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
帝
国

諸
侯
の
自
由
及
び
“Souveraineté

”
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
帝
国
に
損
害
を
与
え
な
い
方
法
（
例
え
ば
、
戦
費
分
担
分
の

拠
出
）
に
よ
っ
て
、
諸
侯
は
彼
等
自
身
の
判
断
に
従
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
２
）　

“Suprem
atus

”
保
有
者
と
し
て
の
選
帝
侯
と
諸
侯
の
差
異



33

ライプニッツの法理論と「近代国際法」（四）
　

さ
て
、
以
上
の
論
述
に
お
い
て
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
選
帝
侯
及
び
諸
侯
が
一
括
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。（
そ
こ
で
は
、

“Suprem
atus

”
保
有
者
と
し
て
の
諸
侯
に
帰
属
す
る
権
能
は
選
帝
侯
に
も
当
然
に
帰
属
す
る
と
い
う
論
理
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。）
し
か

し
、
帝
国
国
制
上
、
両
者
は
異
な
る
権
能
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
慮
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
実
際

に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
選
帝
侯
の
み
に
帰
属
す
る
諸
権
能
に
つ
い
て
、『Suprem

atus

論
』
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
例

え
ば
、
第
三
八
・
三
九
章
に
お
い
て
皇
帝
選
挙
や
そ
の
他
の
帝
国
事
務
に
関
す
る
選
帝
侯
の
み
に
帰
属
す
る
権
能
に
つ
い
て
の
論
述
、

第
四
九
章
に
お
け
る
選
帝
侯
の
席
次
を
巡
る
議
論
（
但
し
、
同
章
に
お
け
る
結
論
と
し
て
は
、
選
帝
侯
及
び
有
力
諸
侯
が
平
等
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
“Suprem

atus
”
保
有
者
及
び
そ
の
使
節
は
尊
厳
・
名
誉
の
点
で
平
等
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。）
が
そ
れ
に
当
た
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
も
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
論
点
は
、
第
三
六
・
三
七
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
選
帝
侯
の
使
節
権
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
、「
諸
々
の
選
帝
侯
が
、
全
て
の
付
属
す
る
事
柄
（
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
完
全
な
使
節
権

0

0

0

0

0

0

（jus Legationis plenum

）
が
含
ま
れ

る
。）
と
共
に
“Suprem

atus

”
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
は
、
今
日
で
は
議
論
の
対
象
外
で
あ
る（（（（
（

」
と
し
て
、
選
帝
侯
の
完
全
な

使
節
権
の
享
有
は
既
に
決
着
済
み
の
事
柄
で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
（『Suprem

atus

論
』
第
一
章
冒

頭
部
分
に
登
場
す
る
）
諸
侯
の
使
節
権
を
巡
る
「
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
論
争
」
が
当
時
続
い
て
い
た
こ
と
と
の
対
比
に
お
い
て
、
選

帝
侯
の
そ
れ
は
争
い
が
な
い
と
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
四
節　

“Suprem
atus

”
の
特
質

　
（
一
）　

“Suprem
atus

”
の
可
分
性

　

さ
て
、
以
上
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
事
柄
を
基
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
“Suprem

atus

”
理
論
か
ら
看
取
さ
れ
る
、

“Suprem
atus

”
の
特
性
に
つ
い
て
、
そ
の
「
可
分
性
」
及
び
「
相
対
性
」、
そ
し
て
「
統
治
者
に
対
す
る
制
約
」
と
い
う
観
点
か

ら
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
先
ず
、
“Suprem

atus

”
の
可
分
性
を
巡
っ
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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既
に
（
前
々
節
（
二
）（
２
）
及
び
（
３
）
に
お
い
て
）
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
“sum

m
a potestas

”
が
分
割

可
能
で
あ
る
と
共
に
“Suprem

atus

”
が
「
“sum

m
a potestas

”
に
存
す
る
」（
つ
ま
り
、
“sum

m
a potestas

”
が
“Suprem

atus

”

の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
）
と
し
て
い
る
。
基
礎
と
な
る
“sum

m
a potestas

”
が
複
数
の
人
や
機
関
に
よ
っ
て
分
有
可
能
で
あ
る
の

で
あ
れ
ば
、
“Suprem

atus

”
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
り
具
体
的
に

は
、（
前
々
節
（
一
）（
２
）
で
確
認
さ
れ
た
）「
内
在
的
な
も
の
」（
対
内
的
諸
権
利
）
と
し
て
の
「
人
を
理
由
と
す
る
」「
管
轄
権
」
に

含
ま
れ
る
「
法
令
制
定
権
」・「
度
量
衡
制
定
権
及
び
貨
幣
鋳
造
権
」
等
々
と
「
物
を
理
由
と
す
る
」
も
の
で
あ
っ
て
、
無
主
物
に
つ

い
て
の
「
公
の
河
川
及
び
道
路
に
つ
い
て
の
権
利
」・「
狩
猟
権
・
捕
鳥
権
・
漁
労
権
」
等
々
と
臣
民
の
物
に
つ
い
て
の
「
特
別
救
援

権
」・「
課
税
又
は
徴
税
権
」
等
々
が
、
各
々
別
個
の
人
や
機
関
に
帰
属
し
得
る
の
で
あ
り
、
ま
た
同
一
の
個
別
的
権
利
が
複
数
の
人

や
機
関
に
よ
り
分
有
さ
れ
る
可
能
性
も
排
除
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、「［
領
域
外
に
］
波
及
す
る
も
の
」（
対
外
的
諸
権
利
）
も

基
本
的
に
は
同
様
の
こ
と
が
妥
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
観
念
的
に
は
、
例
え
ば
、
国
王
と
或
る
種
の
「
議
会
」
や
貴
族
団
が
和
戦

の
決
定
権
を
分
有
す
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
“Suprem

atus

”
に
属
す
る
対
外
的
諸
権
利
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
「
欧
州
の
全
般
的
事
柄
の
総
体
に
対
し

て
何
ら
か
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
得
る
者
」
に
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
中
で
最
重
要
な
も
の
が
和
戦
及
び

同
盟
の
権
利
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
対
外
的
諸
権
利
の
行
使
が
異
な
る
人
格
（
自
然
人
や
団
体
）
の
異
な

る
意
思
の
下
で
な
さ
れ
る
こ
と
は
実
際
上
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、「
軍
隊
を
保
有
す
る
権
利
」
と
「
堡
塁
を
建
造
す
る

権
利
」
が
異
な
る
意
思
（
各
々
の
権
利
の
保
有
者
）
の
下
で
行
使
さ
れ
、
更
に
、「
戦
争
の
権
利
」
が
他
の
意
思
（
当
該
権
利
の
保
有

者
）
に
従
っ
て
行
使
さ
れ
る
と
い
う
状
況
が
想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
和
戦
・
同
盟
、
更
に
は
使
節
を
巡
る
諸
権
利
の
行
使
は
、

統
一
さ
れ
た
意
思
の
下
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
現
実
的
な
も
の
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
意
思
が
統
一
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば

よ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
理
論
的
に
は
そ
れ
ら
の
諸
権
利
が
分
有
さ
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
分
有
者
間
で
の
意
思
決
定



35

ライプニッツの法理論と「近代国際法」（四）

が
迅
速
に
行
わ
れ
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
当
該
政
治
体
に
と
っ
て
極
め
て
危
険
な
事
態
を
招
来
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
外
交
・
政
治
の
実
務
家
と
い
う
役
割
を
も
担
う
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
よ
う
な
人
物
が
、
対
外
的
諸
権
能
の
分
有
を
全
面
的

に
承
認
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
“Suprem

atus

”
が
理
論
的
に
は
可
分
性
を
帯
び
る
と
い
う
こ
と
が
、
“Suprem

atus

”
が
個
別
的
権

利
の
単
な
る
集
合
体
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
点
は
注
意
を
要
す
る
。（
前
々
節
（
一
）（
１
）
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
）

“Suprem
atus

”
の
権
利
は
「
恰
も
他
の
諸
権
利
の
何
ら
か
の
総
体
（universitas

）、
又
は
言
わ
ば
レ
ガ
ー
リ
エ
ン
の
集
合
体

（aggregatum

）」
で
あ
っ
て
、「
こ
の
力
を
有
す
る
者
に
明
瞭
に
除
外
さ
れ
た
の
で
は
な
い
全
て
の
事
柄
に
つ
い
て
の
完
全
な
権
利

が
帰
属
す
る（（（（
（

」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
統
治
に
関
わ
る
諸
権
利
で
あ
っ
て
、
既
存
の
規
範
に
よ
っ
て
「
明
瞭
に
除
外
」

さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
新
た
な
状
況
に
応
じ
て
必
要
と
な
る
新
た
な
権
利
を
“Suprem

atus

”
保
有
者
が
そ
こ
か
ら

演
繹
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
“Suprem

atus

”
は
包
括
性
を
も
帯
び
た
観
念
な
の
で
あ
る
。

　
（
二
）　

“Suprem
atus

”
の
相
対
性

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
“Suprem

atus

”
理
論
全
体
の
中
で
、
次
に
看
取
さ
れ
る
“Suprem

atus

”
の
特
質
は
、
そ
の
相
対
性
で
あ
る（（（（
（

。

そ
し
て
、
こ
の
「
相
対
性
」
は
二
つ
の
意
味
を
有
し
て
い
る
。
即
ち
、「
“Suprem

atus

”
の
非
絶
対
性
」
と
「
“Suprem

atus

”
保

有
基
準
の
相
対
性
」
で
あ
る
。

　
「
“Suprem

atus

”
の
非
絶
対
性
」
と
は
、
ボ
ダ
ン
に
よ
る
「
主
権
」（souveraineté

）
の
定
義
、
即
ち
、「
一
国
の
絶
対
且
つ
永

遠
の
権
能
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
主
権
の
絶
対
性
」
の
観
念
（
但
し
、
既
に
（
本
章
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
）
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に

そ
れ
が
飽
く
ま
で
も
「
一
般
的
に
受
容
さ
れ
た
」
も
の
で
あ
っ
て
、「
主
権
」
に
対
す
る
制
約
の
存
在
は
ボ
ダ
ン
自
身
に
よ
り
承
認
さ
れ
て
い

た
。）
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
相
対
性
は
、
典
型
的
に
は
、
前
節
で
確
認
さ
れ
た
帝
国
国
制
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（
そ
れ
は
、
諸
々
の
帝
国
等
族
と
領
邦
等
族
か
ら
成
る
複
雑
な
身
分
秩
序
の
総
体
で
も
あ
る
。）
の
枠
内
に
あ
る
選
帝
侯
及
び
諸
侯
に
も

“Suprem
atus

”
の
保
有
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
表
さ
れ
て
い
る
。

　
「
“Suprem

atus

”
保
有
基
準
の
相
対
性
」
は
、（
前
々
節
（
一
）（
１
）
で
確
認
さ
れ
た
） 

“Suprem
atus

”
の
存
否
が
「
欧
州
の
全

般
的
事
柄
の
総
体
に
対
し
て
何
ら
か
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
得
る（（（（
（

」
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
即
ち
、

判
断
者
に
よ
る
事
実
の
認
識
及
び
評
価
に
よ
り
、
“Suprem

atus

”
の
存
否
が
変
化
す
る
と
い
う
意
味
に
お
け
る
「
相
対
性
」
で
あ

り
、
そ
れ
は
ま
た
、
客
観
的
で
明
確
な
判
断
基
準
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
仮
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
身
は
自
ら
が
提

示
し
た
基
準
が
十
分
に
客
観
的
な
も
の
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
と
し
て
も
、「
欧
州
の
全
般
的
事
柄
」
に
対
す
る
「
影
響
力
」
が

ど
の
程
度
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
問
題
は
、
判
断
者
の
主
観
的
評
価
に
委
ね
ら
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
仮
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
提
示
し
た
基
準
が
客
観
的
な
も
の
で
あ
り
得
る
と
し
て
も
、
現
実
に
存
在
す
る
影
響
力
を
絶
対

的
に
測
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
共
に
、
影
響
力
の
大
小
が
相
対
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
得
な
い
。
こ

れ
ら
の
事
柄
の
結
果
と
し
て
、
“Suprem

atus

”
の
存
否
を
判
断
す
る
た
め
の
絶
対
的
基
準
は
見
出
さ
れ
得
な
い
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る（（（（
（

。

　
（
三
）　

統
治
者
に
対
す
る
制
約

　

“Suprem
atus

”
の
特
質
を
更
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
（
“Suprem

atus

”
保
有
者
を
含
む
）
統
治
者
一
般
に
対
す

る
制
約
に
つ
い
て
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
論
述
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
検
討
の
た
め
に
、
第
一
に
注
目

さ
れ
る
も
の
が
、
一
六
七
九
年
頃
に
執
筆
さ
れ
た
『
肖
像
』
の
冒
頭
に
あ
る
次
の
よ
う
な
一
節
で
あ
る
。

　
「
諸
身
分
の
秩
序
（lʼordre des etats [sic]

）
が
、
統
治
す
る
者
の
権
威
の
上
に
、
そ
し
て
人
民
の
従
属
の
上
に
、
確
立
さ
れ
て
い
る
よ
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う
に
、
諸
々
の
人
間
を
市
民
生
活
（la vie civile

）
に
運
命
付
け
る
自
然
は
彼
ら
を
、
或
る
者
は
命
令
し
、
他
の
者
は
従
う
と
い
う
、
異

な
っ
た
資
質
と
共
に
生
ま
れ
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
諸
々
の
君
主
政
（les m

onarchies

）
に
お
け
る
“souverains

”
の
権
力
（puissance

）

と
国
家
（Republiques

）
に
お
け
る
命
令
す
る
者
と
従
う
者
の
不
平
等
が
、
法
律
（loy [sic]

）
に
劣
る
こ
と
な
く
本
性
（nature

）
に
、

そ
し
て
運
（fortune

）
に
劣
る
こ
と
な
く
徳
（vertu

）
に
、
基
礎
付
け
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
君
主
達
は
、
自
然
法
を
通

じ
て
、
そ
し
て
国
家
法
を
通
じ
て
（par le droict [sic] civil

）
支
配
す
る
た
め
に
、
諸
々
の
法
律
が
彼
等
に
付
与
す
る
権
威
を
通
じ
て
臣

民
達
の
上
に
存
在
す
る
よ
う
に
、
ま
た
、
自
ら
の
徳
と
精
神
的
美
点
（les avantages de lʼesprit

）
を
通
じ
て
人
民
統
治
の
地
位
へ
と
上

昇
さ
せ
ら
れ
た
世
界
の
初
期
の
諸
王
が
、
法
律
と
同
様
に
自
然
を
通
じ
て
、
そ
し
て
運
と
同
様
に
功
績
を
通
じ
て
命
令
し
た
よ
う
に
、
君
主

達
は
徳
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
自
然
的
資
質
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
臣
民
達
の
上
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。」（

（（（
（

　

こ
の
一
節
は
、
統
治
者
と
被
治
者
の
関
係
に
関
す
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
考
え
に
つ
い
て
の
、
次
の
よ
う
な
特
色
を
示
し
て
い
る
。

即
ち
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
秩
序
観
を
も
っ
て
統
治
者
と
被
治
者
の
関
係
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
、（
恐
ら
く

は
そ
れ
に
関
連
し
て
）「
徳
」
や
「
精
神
的
美
点
」
と
い
っ
た
内
面
的
資
質
に
よ
る
統
治
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
統
治
が
法
（
自
然
法
及
び
国
家
法
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る（（（（
（

。
し
か
も
、

『
肖
像
』
で
は
ま
た
、「
“souverains

”
と
人
民
は
等
し
く
法
律
の
尊
重
を
通
じ
て
（par le respect des loix [sic]

）
拘
束
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い（（（（
（

」
と
も
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
法
律
の
尊
重
」
と
い
う
内
面
的
資
質
乃
至
は
動
機
に
基
づ
き
、

“souverains

”
自
身
も
法
律
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
も
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
承
認
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
統
治
者
の
内
面
的
資
質
の
重
視
と
い
う
点
は
、『
肖
像
』
に
お
け
る
他
の
箇
所
に
お
い
て
も
登
場
し
、
例
え
ば
、
君
主
の

統
治
が
「
本
性
の
美
点
（les avantages de la nature

）、
徳
（vertu

）、
法
律
（loix [sic]

）
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（（
（

」
と

さ
れ
、
或
い
は
君
主
に
必
要
な
資
質
と
し
て
、
正
義
（jusitice

）、
寛
大
（clem

ence [sic]

）、
恩
恵
（liberarité

）、
鷹
揚

（m
agnificence

）、
寛
容
（generosité [sic]

）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（（（（
（

。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
等
し
く
必
要
と
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
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ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
正
義
は
こ
れ
ら
徳
の
全
て
の
中
で
君
主
に
と
っ
て
最
も
必
要
」
で
あ
り
、「
そ
の
他
は
そ
れ
［
即
ち
、
正
義
］
の

栄
光
の
装
飾
品
（ornem

ens [sic]

）
で
あ
る
」
と
す
る
の
で
あ
る（（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
内
面
的
資
質
に
基
づ
く
統
治
者
に
対
す
る
制
約
を
強
調
し
て
い
る
。（
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
制

約
は
主
と
し
て
『
肖
像
』
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。（

（（（
（

）
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
当
該
統
治
者
の
意
思
へ
の
依
存
の
度
合
い

が
余
り
に
も
大
き
く
、
実
質
的
な
制
約
と
は
な
り
得
な
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
念
に
対
す
る
回
答
と
な
り
得
る
も
の

が
、「
自
然
法
の
三
段
階
説
」
の
国
家
権
力
へ
の
適
用
で
あ
る
。

　

既
に
（
前
々
章
第
二
節
（
三
）（
３
）
に
お
い
て
）
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
、『
三
段
階
論
』
や
『
正
義
及
び

法
論
』、『
類
纂
』
の
「
序
文
」
に
依
拠
し
な
が
ら
、
自
然
法
に
よ
る
国
家
権
力
の
「
社
会
倫
理
的
拘
束
」（sozialethische 

Bindung

）
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
の
文
脈
に
お
い
て
彼
は
、
自
然
法
（
自
然
法
の
命
令
（praecepta juris naturalis

））
に
よ

る
国
家
権
力
の
社
会
倫
理
的
拘
束
が
「
三
つ
の
異
な
る
水
準
（Ebene (gradus)

）
で
有
効
で
あ
る
」
と
し
て
「
自
然
法
の
三
段
階

説
」
を
説
明
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
こ
の
自
然
法
の
三
段
階
（T

rilogie

）
に
よ
り
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
各
々
全
て
の
倫
理
的
命
令
を
把
握
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
［
の
命

令
］
に
は
全
て
の
国
家
が
等
し
く
服
従
し
、
そ
れ
ら
［
の
命
令
］
は
個
々
の
水
準
に
お
い
て
異
な
る
方
法
で
公
法
（das öffentliche 

Recht (jus publicum
)

）
を
も
規
定
す
る
。
拘
束
力
の
あ
る
法
律
規
範
（Gesetzesnorm

en

）
が
存
在
す
る
範
囲
内
で
は
（
特
に
、
私
法

関
係
に
つ
い
て
）、
上
位
者
（O

brigkeit

）
自
身
も
そ
れ
ら
［
の
法
律
規
範
］
に
拘
束
さ
れ
る
。
上
位
者
は
、
就
中
、
法
律
上
の
根
拠

（gesetzliche Grundlage

）
な
く
他
者
の
権
利
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。」（

（（（
（

　

こ
の
よ
う
な
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
理
解
に
立
つ
な
ら
ば
、
国
家
権
力
（
統
治
者
）
は
単
な
る
内
面
的
資
質
の
み
な
ら
ず
、
自
然
法
に

よ
っ
て
も
拘
束
さ
れ
、
そ
し
て
自
然
法
の
命
令
に
よ
っ
て
法
律
に
も
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る（（（（
（

。
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
理
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解
に
つ
い
て
は
、
統
治
者
に
対
す
る
拘
束
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
自
然
法
に
基
づ
く
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
つ
ま
り
は
、
実
定

法
を
独
自
の
根
拠
と
す
る
も
の
で
は
な
い
）
と
の
批
判
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
理
論
全
体
の
中
で
内
在
的
に

理
解
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
法
理
論
が
正
義
と
自
然
法
を
基
底
と
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、「
自
然
法
の
三
段
階
説
」
の
適
用
に
よ
る

統
治
者
の
法
に
よ
る
制
約
と
い
う
主
張
は
、
論
理
的
に
は
一
貫
し
た
も
の
と
し
て
把
握
可
能
な
の
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
理
論
に
お
い
て
、
統
治
者
に
対
す
る
制
約
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
内
面
的
資
質

や
自
然
法
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
制
約
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
統
治
者
」
に
含
ま
れ
る
（
し
か
も
、

そ
れ
ら
の
中
で
重
要
な
者
達
で
あ
る
）
“Suprem

atus

”
保
有
者
に
も
課
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
制
約
は
“Suprem

atus

”
そ

れ
自
体
に
対
す
る
制
約
と
し
て
理
解
可
能
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

　

以
上
、
本
章
で
検
討
・
確
認
さ
れ
た
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
“Suprem

atus

”
観
念
を
中
心
と
す
る
「
統
治
権
」
を
巡
る
諸
理
論
に
つ

い
て
は
、
差
当
た
り
次
の
諸
点
に
纏
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
に
、
“Suprem
atus

”
自
体
は
、
法
的
な
観
念
で
あ
る
と
同
時
に
、
或
る
者
の
活
動
状
況
を
表
現
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い

て
事
実
を
示
す
観
念
で
あ
る
。
第
二
に
、
“Suprem

atus
”
保
有
者
間
に
現
実
に
存
在
す
る
実
力
の
相
異
を
離
れ
て
、「
同
朋
の
権

利
」（Jus Fraternitatis

）
に
基
づ
き
そ
れ
ら
の
者
は
法
的
に
平
等
で
あ
る
。
第
三
に
、
“Suprem

atus

”
の
特
性
と
し
て
、
可
分
性

と
相
対
性
、
そ
し
て
、
“Suprem

atus

”
保
有
者
に
対
す
る
制
約
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
こ
か
ら
状
況
に
応
じ
て
個
別
的
権

利
を
演
繹
可
能
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
け
る
包
括
性
も
挙
げ
ら
れ
る
。
第
四
に
、
“Suprem

atus

”
は
、
他
の
「
統
治
権
」
に
関

連
す
る
諸
観
念
（
“sum

m
a potestas

”・
“superioritas territorialis

”・
“Souveraineté

”、
更
に
は
本
稿
で
は
詳
述
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

“majestas

”）
に
類
似
す
る
が
、
そ
れ
ら
と
の
間
に
は
次
の
よ
う
な
相
異
点
が
存
在
す
る
。
先
ず
、
“Suprem

atus

”
は
“sum

m
a 
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potestas

”
を
基
盤
と
す
る
が
、
後
者
の
保
有
は
前
者
の
保
有
の
た
め
の
必
要
条
件
で
は
あ
る
が
、
十
分
条
件
で
は
な
い
。
ま
た
、

“Suprem
atus

”
と
“superioritas territorialis

”
の
相
異
は
対
外
的
影
響
力
（「
至
高
の
事
柄
に
対
す
る
影
響
力
」）
の
有
無
と
い
う

事
実
に
あ
る
。
“Souveraineté

”
は
広
狭
両
義
に
用
い
ら
れ
る
観
念
で
あ
る
（
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
か
ら
発
生
す

る
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。）
が
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
狭
義
の
“Souveraineté

”
を
“Suprem

atus

”
と
し
て
お
り
、

“Souveraineté
”
の
保
有
は
、
“Suprem

atus

”
の
保
有
（
そ
れ
は
、
“Potentat

”
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。）
の
必
要
条
件
で
は
あ

る
が
、
十
分
条
件
で
は
な
い
。
第
五
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
“Souveraineté

”
理
論
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
国
制
を
包
摂
し
た
統

治
権
理
論
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
自
ら
の
“Suprem

atus

”
理
論
が
独
自
の
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
を
有
し
て
い
た（（（（
（

。（
そ
し
て
、

“Suprem
atus

”
理
論
に
対
す
る
多
様
な
異
議
や
反
論
が
巻
き
起
こ
っ
た
と
い
う
。（

（（（
（

）
彼
の
認
識
は
、
当
時
の
「
統
治
権
」
を
巡
る
次
の
よ

う
な
理
論
状
況
と
政
治
状
況
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
当
然
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
旧
来
の
“sum

m
a 

potestas

”
や
“superioritas territorialis
”
を
は
じ
め
と
す
る
「
封
建
的
」
社
会
構
造
に
対
応
し
た
諸
観
念
及
び
諸
理
論
が
存
続

し
つ
つ
も（（（（
（

、
ボ
ダ
ン
以
降
の
“Souveraineté
”
理
論
が
流
布
し
て
い
る
と
い
う
理
論
状
況
と
、「
聖
俗
両
界
に
お
け
る
領
域
権
の
自

由
行
使
」（liberum

 iuris territorialis tam
 in ecclesiasticis quam

 politicis exercitium

）（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
第
八
条
第
一
項
：
Ｉ
Ｐ
Ｍ
第
六

二
条
）
と
「［
帝
国
等
族
］
相
互
間
の
及
び
［
帝
国
］
外
の
者
と
の
同
盟
を
行
う
権
利
」（jus faciendi inter se et cum

 exteris 

foedera

）（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
第
八
条
第
二
項
：
Ｉ
Ｐ
Ｍ
第
六
三
条
）
が
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
よ
り
帝
国
等
族
に
承
認
さ
れ
た
に
も
拘
ら

ず
（
（（（
（

、
ド
イ
ツ
の
有
力
諸
侯
で
あ
っ
て
も
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
と
い
う
諸
列
強
に
よ
り
外
交
上
対
等
な
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
な
か
っ

た
と
い
う
政
治
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
彼
が
伺
候
し
た
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
宮
廷
の
意
（
即
ち
、

ナ
イ
メ
ー
ヘ
ン
講
和
会
議
へ
の
イ
タ
リ
ア
諸
君
主
と
の
同
等
の
地
位
で
の
参
加
）
に
沿
う
論
理
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
独
自
・
新
規
の

理
論
を
、
既
存
の
理
論
と
現
実
に
存
在
す
る
政
治
制
度
（
及
び
そ
れ
を
裏
付
け
る
法
・
政
治
理
論
）
と
の
整
合
性
を
担
保
し
な
が
ら
、
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展
開
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
と
し
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の

“Suprem
atus

”
理
論
の
特
色
を
、
そ
の
対
内
的
側
面
と
対
外
的
側
面
に
分
け
て
、
且
つ
前
記
の
五
点
を
含
め
つ
つ
、
考
察
す
る
こ

と
と
し
た
い
。

　

先
ず
、
“Suprem

atus

”
の
対
内
的
側
面
に
お
け
る
特
色
は
次
の
よ
う
な
点
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

主
権
理
論
史
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
ボ
ダ
ン
が
、「
国
家
と
は
、
一
つ
の
且
つ
同
一
の
支
配
権
（im

perium

）
に
従
属
す
る
、

諸
々
の
家
又
は
団
体
の
集
合
体
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い（（（（
（

」
と
し
、
ま
た
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
、「
社
会
契
約
」
に
よ
り
創
設
さ
れ
る

国
家
に
お
け
る
「
主
権
者
」（sovereign

）
の
「
主
権
」（sovereignty

）
に
属
す
る
中
核
的
諸
権
利
を
列
挙
し
た
後
に
「
こ
れ
ら
の

も
の
が
主
権
の
本
質
を
な
す
諸
権
利
で
あ
っ
て
」「
そ
れ
ら
は
不
可
譲
且
つ
不
可
分
」
で
あ
る
と
し
た（（（（
（

よ
う
に
、
主
権
の
単
一
性
乃

至
一
元
性
と
い
う
意
味
に
お
け
る
主
権
の
不
可
分
性
は
、
頻
繁
に
主
張
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
主
権
観
念
は
神
聖

ロ
ー
マ
帝
国
の
国
制
に
は
妥
当
せ
ず
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
（
本
章
「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
ら
れ
た
よ
う
に
）
皇
帝
の
使
節
は

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
会
議
に
お
い
て
“Souveraineté

”
観
念
を
講
和
条
約
中
に
導
入
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
る
。
当

時
存
在
し
て
い
た
帝
国
国
制
を
立
論
の
前
提
と
し
た
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
一
方
に
お
い
て
、
従
来
の
統
治
権
に
関
わ
る
諸
観
念

（
“sum

m
a potestas

”・
“superioritas territorialis

”、
更
に
は
“majestas

”）
を
包
摂
し
、
他
方
に
お
い
て
、
ボ
ダ
ン
的
な

“Souveraineté

”
観
念
を
拒
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
帝
国
国
制
と
の
整
合
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
対
内
的

に
は
分
割
可
能
で
あ
り
、
そ
の
保
有
者
を
制
約
可
能
と
す
る
も
の
（
“Suprem

atus

”
の
可
分
性
・
相
対
性
、
そ
し
て
そ
の
保
有
者
に
対

す
る
制
約
は
、
実
質
的
に
は
、
何
れ
も
対
内
的
な
権
能
を
巡
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。）
と
し
て
“Suprem

atus

”
を
提
示
し
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
“Suprem

atus

”
は
分
割
可
能
で
は
あ
る
が
、
包
括
性
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
、（
本
章
第
二
節
（
一
）

（
１
）
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
）
“Suprem

atus

”
は
「
諸
権
利
の
何
ら
か
の
総
体
」
或
い
は
「
レ
ガ
ー
リ
エ
ン
の
集
合
体
」
で
あ
っ
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て
、
そ
の
保
有
者
か
ら
「
明
瞭
に
除
外
さ
れ
た
の
で
は
な
い
全
て
の
事
柄
に
つ
い
て
の
完
全
な
権
利
が
帰
属
す
る（（（（
（

」
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
“Suprem

atus

”
は
、
帝
国
国
制
の
中
で
従
来
か
ら
承
認
さ
れ
て
き
た
帝
国
等
族
の
個
別
的
な
特
権
を
存
続
さ
せ
た
上
で
、

状
況
に
応
じ
て
“Suprem

atus

”
保
有
者
に
権
利
を
付
与
し
得
る
と
い
う
意
味
で
の
包
括
性
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
、

“Suprem
atus

”
は
ボ
ダ
ン
や
ホ
ッ
ブ
ズ
が
主
張
し
た
「
主
権
の
不
可
譲
性
と
不
可
分
性
」
に
近
接
し
た
側
面
を
も
有
し
て
い
る
と

言
い
得
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
“Suprem

atus

”
の
対
外
的
側
面
に
お
け
る
特
色
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

先
ず
、
“Suprem

atus
”
と
“sum

m
a potestas

”
及
び
“superioritas territorialis

”
と
の
比
較
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
る

“Suprem
atus

”
の
特
色
は
、
そ
れ
が
対
外
的
権
能
を
中
心
と
し
た
観
念
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
後
二
者
は
、（
“sum

m
a potestas

”

を
有
す
る
国
家
が
「
対
外
的
に
」
一
個
の
公
的
人
格
（persona civilis

）
と
さ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
も
の
の
）
基
本
的
に

統
治
権
の
対
内
的
側
面
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
“Suprem

atus

”
は
そ
れ
ら
を
基
盤
と
す
る
観
念
で
あ
る
が
、

“Suprem
atus

”
と
そ
れ
ら
と
の
相
異
は
何
れ
も
対
外
的
側
面
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
端
的
に
表
現
す
る
な
ら
ば
、

“Suprem
atus

”
は
、
帝
国
国
制
に
お
け
る
統
治
権
の
対
内
的
諸
観
念
を
基
盤
と
し
て
、
対
外
的
な
能
力
を
中
心
的
課
題
と
し
て
構

想
さ
れ
た
観
念
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
“Suprem

atus

”
と
“Souveraineté

”
の
比
較
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
。

即
ち
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
後
者
を
広
狭
の
二
義
に
区
分
し
、「
大
き
な
領
域
を
有
し
、
軍
隊
を
進
発
さ
せ
得
る
者
達
」
を
狭
義
の

“Souveraineté

”
の
保
有
者
、
即
ち
、
“Potentat

”
と
し
、
そ
れ
を
“Suprem

atus

”
の
保
有
者
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
、

「
軍
隊
の
進
発
」
と
い
う
対
外
的
能
力
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
“superioritas territorialis

”

に
関
し
て
は
、（
前
章
第
三
節
（
二
）
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
）
領
域
結
合
の
場
合
に
、
法
人
格
が
結
合
さ
れ
て
も
個
々
の
領
域
の

“superioritas territorialis

”
が
維
持
さ
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
各
領
域
に
お
け
る
対
内
的
統
治
権
（「
自
治
権
」）
の
保
持

と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
“superioritas territorialis
”
は
対
内
的
統
治
権
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
対
外
的
能
力
を
中
心
と
す
る
観
念
と
し
て
“Suprem

atus

”
を
理
解
し
た
上
で
、
我
々
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
実
践
的

意
図
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
前
述
の
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
宮
廷
の
意
図
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
で
あ
る
。
こ
れ

に
関
し
て
は
、
“Suprem

atus

”
の
対
内
的
側
面
に
お
い
て
、
そ
の
相
対
性
が
内
包
さ
れ
る
こ
と
が
障
害
と
な
る
。
何
故
な
ら
ば
、

こ
れ
に
よ
り
、
“Suprem

atus

”
保
有
者
間
の
平
等
の
観
念
を
導
出
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。（
ボ
ダ
ン
の
よ
う
に

“Souveraineté
”
の
絶
対
性
や
最
高
性
を
承
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
絶
対
性
や
最
高
性
故
に
、
各
々
の
“Souveraineté

”
保
有
者
は

平
等
で
あ
る
と
す
る
論
理
が
、
“Suprem

atus

”
保
有
者
間
で
は
成
立
し
な
く
な
る
。）
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
こ
の
隘
路
を
抜
け
出
す
た
め
に

援
用
し
た
も
の
が
、「
同
朋
の
権
利
」
の
観
念
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
“Suprem

atus

”
保
有
者
間
の
法
的
平
等
が
導
出
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
“Suprem

atus

”
理
論
は
、
既
存
の
帝
国
国
制
に
お
け
る
諸
々
の
統
治
権
に
関
わ
る
理
論

と
帝
国
外
（
特
に
、
フ
ラ
ン
ス
）
で
浸
透
し
て
い
た
“Souveraineté

”
理
論
を
統
合
し
た
上
で
、
帝
国
諸
侯
と
帝
国
外
の
狭
義
の

“Souveraineté

”
保
有
者
と
の
間
の
法
的
平
等
を
も
理
論
的
に
提
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
292
）　

本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
一
五
八
三
年
の
仏
語
（
パ
リ
）
版
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
（J. Bodin, Les six livres de la R

épublique 
(1583) (Scientia V

erlag, A
alen, 1961)

）
と
一
五
八
六
年
の
ラ
テ
ン
語
（
パ
リ
）
版
（I. Bodinus, D

e republica libri sex (1586)

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
註
に
お
い
て
は
各
々
“De la R

épublique

”・
“De republica

”
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
引
用
・
参
照

箇
所
に
つ
い
て
は
、
篇
（Livre: Liber

）・
章
（Chapitre: Caput
）・
頁
を
示
す
た
め
に
、
例
え
ば
、
“De la R

épublique, I, i, 1.

”

の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。

（
293
）　

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
会
議
に
お
け
る
“Souveraineté

”
を
巡
る
問
題
と
そ
れ
以
後
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

前
掲
拙
著
、
一
七
七
―
一
八
四
頁
及
び
三
二
九
―
三
九
四
頁
を
見
よ
。

（
294
）　

“La souveraineté est la puissance absoluë [sic] et perpetuelle [sic] dʼune République.

” De la R
épublique, I, viii, 122.
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（
295
）　

“Maiestas est sum
m

a in cives ac subditos legibusque soluta potestas.

”De republica, I, viii, 78.

（
296
）　

但
し
、
こ
の
定
式
が
「
一
般
的
に
受
容
さ
れ
た
」
も
の
で
あ
っ
て
、
我
々
が
ボ
ダ
ン
の
主
権
理
論
を
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
な
ら
ば
、

彼
自
身
が
「
主
権
」
に
対
す
る
制
約
の
存
在
を
認
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
ボ

ダ
ン
（
二
・
完
）」
二
―
八
頁
を
見
よ
。

（
297
）　
「
統
治
権
」
と
い
う
言
葉
を
選
択
し
た
こ
と
の
理
由
に
は
次
の
よ
う
な
事
情
も
存
在
す
る
。
即
ち
、
前
章
第
二
節
（
二
）
に
お
い
て

示
さ
れ
た
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
る
「
国
家
」（civitas

）
の
定
義
に
は
、
国
家
の
目
的
と
し
て
の
「
共
通
の
物
の
管
理
」

（rerum
 com

m
nium

 adm
inistratio

）（D
e jure suprem

atus, cap.X
. (D

utens, IV
, iii, 357: K

lopp, IV
, 52.)

）
が
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
「
管
理
」
と
い
う
側
面
に
着
目
し
た
言
葉
と
し
て
「
統
治
権
」
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
298
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
V

. (D
utens, IV

, iii, 392: K
lopp, IV

, 115.)

尚
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
本
章
第
三
節
（
二
）（
１
）

で
も
触
れ
ら
れ
る
。

（
299
）　
「
彼
［
即
ち
、
当
該
支
配
者
］
が
自
領
に
お
い
て
支
配
者
（m

aistre [sic]

）
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
彼
が
武
力
に
よ
っ
て
の
み
妨

害
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
が
封
土
に
土
地
（terres

）
を
有
す
る
こ
と
、
同
様
に
或
る
首
長
（un chef

）
の
“majesté

”
を

承
認
す
る
こ
と
は
、
重
要
で
は
な
い
」
こ
と
、
そ
し
て
「
“Majesté

”
と
は
、
命
令
さ
れ
得
る
こ
と
な
く
命
令
す
る
権
利
（le droit de 

com
m

ander

）
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
、
“Souveraineté

”
と
は
、
困
難
を
伴
う
こ
と
な
く
彼
自
身
の
事
柄
（les siens

）
を
強
制
し
得

る
こ
と
に
つ
い
て
の
、
そ
し
て
、
人
が
彼
に
対
し
て
有
し
得
る
何
ら
か
の
義
務
及
び
人
が
彼
に
為
さ
ね
ば
な
ら
な
い
何
ら
か
の
服
従
又
は

忠
誠
（obeissance [sic] ou fidelité [sic]

）
が
、
戦
争
の
苦
境
を
通
じ
て
の
み
他
者
に
よ
り
強
制
さ
れ
得
る
こ
と
に
つ
い
て
の
、
承
認

さ
れ
た
権
利
で
あ
る
こ
と
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。（E

ntretiens. (K
lopp, III, 333-334.)

）

（
300
）　

更
に
、
“jus superioritatis

”
も
、
後
述
（
後
註（
353
））
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
“superioritas territorialis

”
と
の
類
似
性

を
理
由
と
し
て
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
の
対
象
外
に
置
か
れ
る
。

（
301
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

. (D
utens, IV

, iii, 357: K
lopp, IV

, 52.)

（
302
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

. (D
utens, IV

, iii, 357-358: K
lopp, IV

, 53.)

（
303
）　E

.g., 

“Souveraineté

”, K
lopp, III, 347, 349, 350, 352, 353, 356, 357, 359, 360, 361, 367, 368, 373, 375; 

“Superiorité 
territoriale

”, K
lopp, III, 348, 349, 350; 

“la Seigneurie

”, K
lopp, III, 349, 354.
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（
304
）　E

ntretiens. (K
lopp, III, 348-349.)

（
305
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

. (D
utens, IV

, iii, 358: K
lopp, IV

, 54.)

こ
こ
で
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
用
法
と
し
て
、

「
“la Souveraineté de N

eufchatel de M
. de Longville, la Souveraineté de D

om
bes qui appartient à la m

aison de 
M

ontpensier, la Souveraineté de Sedan de M
essieurs de Bouillon, la Souveraineté de Bidache qui est au M

arechal de 
Gram

ont
”
と
い
う
よ
う
に
」
と
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

（
306
）　

“Suprem
atum

 ergo illi tribuo, qui non tantum
 dom

i subditos m
anu m

ilitari regit, sed et qui exercitum
 extra 

fines ducere, et arm
is, foederibus, legationibus, ac caeteris juris gentium

 functionibus aliquid m
onenti ad rerum

 
Europae generalium

 sum
m

am
 conferre potest.

”De jure suprem
atus, A

d lectorem
. (D

utens, IV
, iii, 333: K

lopp, IV
, 13.)

（
307
）　D

e jure suprem
atus, A

d lectorem
. (D

utens, IV
, iii, 333-334: K

lopp, IV
, 13-14.)

（
308
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

II. (D
utens, IV

, iii, 364: K
lopp, IV

, 65.)

（
309
）　D

e jure suprem
atus, cap.LX

V
I. (D

utens, IV
, iii, 494: K

lopp, IV
, 301.)

こ
れ
に
続
い
て
、「
そ
の
［
よ
う
な
］
こ
と
は
極
め

て
清
澄
な
る
ド
イ
ツ
の
家
々
に
相
応
し
い
」（quod Serenissim

is Germ
aniae dom

ibus com
petit

）
と
さ
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
諸

侯
が
“Suprem

atus

”
保
有
者
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

（
310
）　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
神
寶
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
彼
［
即
ち
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
］
の
主
権
（Suprem

atus

）
概
念
は
、
ボ

ダ
ン
の
『
最
高
権
力
の
抽
象
的
形
態
』
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
…
［
中
略
］
…
国
際
法
的
な

0

0

0

0

0

講
和
・
戦
争
・
同
盟
等
の
政
治
行
為
能
力

0

0

0

0

0

0

の
有
無
を
基
準
に
し
て
の
概
念
で
あ
っ
た
…
［
以
下
略
］
…
」［
傍
点
は
原
文
の
マ
マ
。］（
神
寶
秀
夫
『
近
世
ド
イ
ツ
絶
対
主
義
の
構
造
』

（
創
文
社
、
一
九
九
四
年
）
一
五
九
―
一
六
○
頁
。）
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
基
準
」
が
“Suprem

atus

”
付
与
の
た
め
の
「
要
件
」

で
あ
る
の
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
国
際
法
史
研
究
者
の
視
点
か
ら
し
て
興
味
深
い
事
柄
は
、
神
寶
が
「
国
際
法
的

な
」「
政
治
行
為
能
力
」
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
即
ち
、
ド
イ
ツ
国
制
史
研
究
者
（
神
寶
）
に
と
っ
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の

“Suprem
atus

”
理
論
は
ま
さ
に
「
国
際
法
的
な
」
議
論
と
し
て
理
解
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

（
311
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

II. (D
utens, IV

, iii, 362: K
lopp, IV

, 61.)

（
312
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

II. (D
utens, IV

, iii, 362: K
lopp, IV

, 61.)
尚
、
こ
こ
で
は
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
も
同
様
」
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、「
ス
ペ
イ
ン
の
側
の
属
州
（Provincia

）
へ
と
回
帰
さ
せ
ら
れ
た
ナ
ポ
リ
や
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
」
に
つ
い
て
、
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“Suprem
atus

”
を
移
譲
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

（
313
）　E

ntretiens. (K
lopp, III, 345.)

（
314
）　

“Dixi supra, Jus Suprem
atus sive, ut quidam

 vocant, A
utocratiam

 consistere in sum
m

a im
perandi, coërcendi, 

et ditionem
 aliquam

 insignem
 arm

ata m
anu continendi potestate. H

oc jus est universitas quasi quaedam
, seu 

aliorum
 jurium

, sive, ut vocant, Regalium
 aggregatum

, cujus haec est vis, ut plenum
 in om

nia jus com
petat, quae 

non diserte excepta sunt.

” De jure suprem
atus, cap.X

IX
. (D

utens, IV
, iii, 377: K

lopp, IV
, 88-89.)

（
315
）　

同
様
の
事
柄
は
、『
思
考
』
に
お
い
て
も
、「
外
国
人
達
か
ら
国
王
と
呼
ば
れ
る
と
し
て
も
、
も
し
も
［
そ
の
国
王
が
］
自
ら
の
兵
士

達
に
対
し
て
権
勢
を
ふ
る
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
嘲
笑
に
晒
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
表
現
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

Cogitationes, III. (D
utens, IV

, iii, 500.)

（
316
）　
「
国
際
法
は
独
立
の
諸
国
家
間
の
関
係
を
規
律
す
る
。
そ
れ
故
、
諸
国
家
を
拘
束
す
る
法
規
則
は
、
条
約
の
中
に
、
又
は
法
の
原
則

を
表
明
す
る
も
の
と
し
て
一
般
的
に
受
容
さ
れ
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
並
存
す
る
独
立
の
諸
共
同
体
間
の
関
係
を
規
律
す
る
た
め
若
し
く
は

共
通
の
諸
目
的
の
達
成
の
た
め
に
確
立
さ
れ
た
慣
行
に
よ
り
、
示
さ
れ
る
諸
国
家
の
自
由
な
意
思
に
由
来
す
る
。
故
に
、
国
家
の
独
立
に

対
す
る
制
限
は
推
定
さ
れ
得
な
い
。」T

he Case of the S.S. 

“Lotus

”, France v. T
urkey, Judgm

ent, 7 Septem
ber 1927, 

PCIJ, Sér. A
, N

o.10, 1927, p.18.

（
317
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

IV
. (D

utens, IV
, iii, 366: K

lopp, IV
, 68.)

（
318
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

IX
. (D

utens, IV
, iii, 377: K

lopp, IV
, 88.)

（
319
）　

尚
、
そ
の
際
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
と
こ
ろ
で
、
精
神
が
自
己
の
諸
々
の
能
力
を
有
す
る
よ
う
に
、

そ
し
て
、
仮
に
我
々
が
逍
遥
学
派
を
信
頼
す
る
な
ら
ば
、
本
質
的
な
形
相
は
そ
の
者
の
最
も
内
奥
の
本
質
に
由
来
す
る
自
己
の
属
性
を
有

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
“Suprem

atus

”
は
、
或
い
は
諸
部
分
を
、
或
い
は
む
し
ろ
諸
々
の
推
論
と
能
力
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら

を
法
学
者
は
繰
り
返
し
レ
ガ
ー
リ
エ
ン

0

0

0

0

0

0

と
呼
ぶ
。（
私
は
［
そ
の
よ
う
な
見
解
を
］
無
視
し
な
い
も
の
の
、
時
に
は
そ
れ
ら
［
の
レ
ガ
ー

リ
エ
ン
］
を
私
は
よ
り
厳
格
に
呼
ぶ
。）
そ
し
て
、
そ
れ
ら
［
の
レ
ガ
ー
リ
エ
ン
］
は
、
合
意
に
よ
り
又
は
人
間
の
記
憶
を
超
え
る
長
い

慣
習
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
諸
侯
に
よ
り
自
由
に
行
使
さ
れ
る
。」（
“Porro quem

adm
odum

 A
nim

a suas habet 
facultates, et, si Peripateticis credim

us, form
a substantialis suas habet qualitates ex intim

a ejus natura em
anantes; 
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ita Suprem
atus suas habet vel portiones, vel potius consequentias atque facultates, quas Jurisconsulti subinde 

R
egalia appellant, (tam

etsi non ignorem
, arctius aliquando sum

i hanc vocem
) quae a Principibus libere exercentur, 

quando non pacto aut consuetudine ultra hom
inum

 m
em

oriam
 porrecta prohibentur.

” D
e jure suprem

atus, cap.
X

IX
. (D

utens, IV
, iii, 377: K

lopp, IV
, 89.)

）
こ
こ
で
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
他
の
法
学
者
達
は
“Suprem

atus

”
を
レ
ガ
ー
リ
エ
ン

と
呼
ぶ
が
、
自
身
は
後
者
を
よ
り
狭
い
観
念
と
す
る
場
合
が
あ
る
と
し
て
い
る
も
の
の
、『Suprem

atus

論
』
の
第
一
九
・
二
○
章
で
は
、

“Suprem
atus

”
の
具
体
的
諸
権
利
を
レ
ガ
ー
リ
エ
ン
と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
諸
権
利
と
し
て
論
じ
て
い
る
。

（
320
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

IX
. (D

utens, IV
, iii, 377: K

lopp, IV
, 89.)

（
321
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

IX
. (D

utens, IV
, iii, 379: K

lopp, IV
, 92.)

（
322
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

IX
. (D

utens, IV
, iii, 379-380: K

lopp, IV
, 92-93.)

（
323
）　

神
寶
は
、「Suprem

atus
と
は
、
主
と
し
て
裁
判
権
の
次
元
で
の
権
力
の
分
有
状
態
を
前
提
と
し
た
上
で
、
立
法
権
、
監
督
権
、

徴
税
権
、
特
に
軍
事
力
に
基
づ
く
処
罰
権
に
よ
り
『
臣
民
関
係
』
を
設
定
し
得
る
権
力
に
止
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

神
寶
、
前
掲
書
、
一
七
八
頁
。

（
324
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
. (D

utens, IV
, iii, 380: K

lopp, IV
, 94.)

（
325
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
I. (D

utens, IV
, iii, 381: K

lopp, IV
, 96.)

（
326
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
II. (D

utens, IV
, iii, 384: K

lopp, IV
, 101.)

（
327
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
III. (D

utens, IV
, iii, 386: K

lopp, IV
, 104.)

（
328
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
III. (D

utens, IV
, iii, 386: K

lopp, IV
, 105.)

（
329
）　

シ
ュ
タ
イ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
“fraternitas

”（
兄
弟
で
あ
る
こ
と
）
と
い
う
呼
称
は
、
中
世
初
期
以
降
の
諸
侯
間
の
関
係
に
お
い
て

は
、「
自
然
的
兄
弟
関
係

0

0

0

0

」（natürliche fraternitas

）
と
共
に
「
友
誼
」（am

icitia

）
を
、
更
に
は
諸
侯
間
の
相
互
関
係
を
も
意
味
し

た
と
い
う
。（H

. Steiger, D
ie O

rdnung der W
elt: E

ine V
ölkerrechtsgeschichte der K

arolingerzeit (741-840), (K
öln, 

2010), S.692-695.

）
シ
ュ
タ
イ
ガ
ー
は
ま
た
、
諸
侯
間
に
お
い
て
“frater
”（
兄
弟
）
が
「
基
本
的
平
等
」（eine fundam

entale 
Gleichheit

）
を
意
味
す
る
と
し
て
い
る
。（Steiger, 

“Suprem
at

”, S.157-158.
）
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
主

張
す
る
「
同
朋
の
権
利
」（Jus Fraternitatis

）
と
は
、
ま
さ
に
「
基
本
的
平
等
の
権
利
」
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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（
330
）　

類
似
の
表
現
は
『Suprem

atus

論
』
の
他
の
箇
所
に
も
「
力
の
大
き
な
差
異
を
も
っ
て
劣
る
者
で
あ
る
と
し
て
も
」(licet m

agno 
potentiae intervallo inferiores)

と
し
て
登
場
す
る
。D

e jure suprem
atus, cap.X

. (D
utens, IV

, iii, 359: K
lopp, IV

, 56.)
（
331
）　D

e jure suprem
atus, cap.LX

V
I. (D

utens, IV
, iii, 494: K

lopp, IV
, 301.)
（
332
）　E

pistola (T
enzelius). (D

utens, IV
, ii, 251.)

（
333
）　M

onitum
 (Codex), i. (D

utens, IV
, iii, 285.) 

（
334
）　O

bservationes, IV
. (D

utens, IV
, iii, 270-271.)

尚
、
こ
の
論
述
は
、
次
章
第
一
節
（
二
）（
１
）
で
も
引
用
さ
れ
る
。

（
335
）　

“[E]xtra Rem
 publ. vel inter eos, qui sum

m
ae potestatis participes sunt (quales interdum

 plures sunt etiam
 in 

eadem
 Republica) locus est juri Gentium

 voluntario, tacito populorum
 consensu recepto.

”Codex (P
raefatio) 

(M
onitum

 (Codex), I, xiv.). (D
utens, IV

, iii, 297: K
lopp, V

I, 474.)

尚
、
以
下
本
節
中
の
“sum

m
a potestas

”
に
関
す
る
『
類
纂
』

の
「
序
文
」
か
ら
の
引
用
箇
所
は
、
前
々
章
第
二
節
（
一
）（
２
）
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
336
）　K

lopp, I, 162. Vgl., In Servinum
 de M

onzam
bano. (A

kadem
ie, IV

, i, 501.)

前
章
第
三
節
（
一
）
及
び
前
註（
276
）を
見
よ
。

（
337
）　

尚
、『
模
範
』
に
お
い
て
、「
私
は
、
“sum

m
a potestas

”
を
伴
う
大
き
な
領
域
を
王
国
と
呼
ぶ
」（Regnum

 voco, grande 
territorium

 cum
 sum

m
a potestate.

）（Specim
en, Propositio LV

III. (A
kadem

ie, IV
, i, 62: D

utens, IV
, iii, 588.)

）
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
王
国
に
つ
い
て
も
同
様
の
論
理
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
338
）　Specim

en, Propositio LV
II. (A

kadem
ie, IV

, i, 59: D
utens, IV

, iii, 585.)

こ
の
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
前
註（
278
）及
び（
283
）

も
見
よ
。

（
339
）　O

bservationes, IV
. (D

utens, IV
, iii, 270.)

（
340
）　Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, xiv.). (D

utens, IV
, iii, 297: K

lopp, V
I, 474.)

（
341
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

I. (D
utens, IV

, iii, 360: K
lopp, IV

, 58-59.

）

（
342
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

I. (D
utens, IV

, iii, 360-361: K
lopp, IV

, 59.)

（
343
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

I. (D
utens, IV

, iii, 361: K
lopp, IV

, 59-61.

）

（
344
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

IX
. (D

utens, IV
, iii, 377: K

lopp, IV
, 88-89.) Supra, n.(314).

（
345
）　

本
論
で
後
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
“superioritas territorialis

”
を
“sublim

e territorii jus

”
と
言
い
換
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え
る
場
合
も
あ
る
。（E

.g., D
e jure suprem

atus, cap.X
. (D

uten, IV
, iii, 357: K

lopp, IV
, 53.)

）
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら

二
つ
の
観
念
を
同
義
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

（
346
）　D

e jure suprem
atus, A

d lectorem
. (D

utens, IV
, iii, 333: K

lopp, IV
, 13.)

（
347
）　D

e jure suprem
atus, cap. X

. (D
utens, IV

, iii, 357: K
lopp, IV

, 53.)

こ
こ
で
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
バ
ル
ド
ゥ
ス
（P. Baldus

）

が
「
領
域
に
つ
い
て
の
“superioritas

”
を
相
続
す
る
こ
と
を
沼
地
の
霞
（nebula paludi

）
の
如
き
［
も
の
］」
と
し
た
こ
と
に
言
及

し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
“superioritas territorialis

”（
の
相
続
）
を
自
然
な
も
の
と
す
る
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

（
348
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

. (D
utens, IV

, iii, 357: K
lopp, IV

, 53.)

（
349
）　

“Jurisdictionem
 voco potestatem

 de causis statuendi, sive jus dicendi &
 contum

aces Privatos coërcendi.

”De jure 
suprem

atus, cap.X
. (D

utens, IV
, iii, 357: K

lopp, IV
, 53.)

（
350
）　

“At Jus m
anus m

ilitaris est aliquid longè sublim
ius sim

plici coërcendi potestate.

” D
e jure suprem

atus, cap.X
. 

(D
utens, IV

, iii, 357: K
lopp, IV

, 53.)

（
351
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

. (D
utens, IV

, iii, 357: K
lopp, IV

, 53-54.)

（
352
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

. (D
utens, IV

, iii, 357-358: K
lopp, IV

, 54.)

（
353
）　

尚
、
“superioritas territorialis

”
に
関
連
し
て
、
“jus superioritatis

”
に
つ
い
て
も
付
言
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
後
者
に
関
し
て

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
「
各
々
の
君
主
又
は
都
市
（civitas

）
の
“jus Superioritatis

”
は
、
自
身
が
そ
の
領
域
を
、
譲
許
さ
れ
た
権
利
に
基
づ
き
、
武
力
に

よ
っ
て
（m

ilitari m
anu

）
維
持
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
現
存
す
る
権
力
に
よ
り
臣
民
を
責
務
の
中
に
繋
ぎ
止
め
得
る
（［
更
に
、］
そ

の
［
領
域
の
］
中
で
領
域
の
主
が
管
轄
権
の
主
に
優
越
し
、［
後
者
が
］
領
域
の
主
に
従
属
す
る
）
と
い
う
こ
と
に
存
す
る
。
確
か
に
、

領
域
の
主
は
諸
々
の
力
（vires

）［
即
ち
、
軍
事
力
］（
そ
れ
ら
に
よ
り
臣
民
の
共
同
体
全
体
を
武
力
に
よ
っ
て
権
力
の
中
で
維
持
す

る
。）
を
自
ら
に
結
合
さ
せ
る
権
利
を
有
す
る
。
同
様
に
管
轄
権
の
主
は
反
抗
的
な
私
人
に
対
し
て
正
義
の
執
行
の
た
め
の
代
理
人
を

（M
inistros

）
有
す
る
権
利
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
今
日
の
能
弁
な
法
律
家
の
慣
習
に
よ
る
（m

ore

）
軽
度
の
強
制

（coërcitio levis

）、
純
粋
の
支
配
権
（m

erum
 Im

perium

）
を
意
味
し
得
る
管
轄
権
の
真
の
定
義
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き

か
、　

或
い
は
そ
れ
に
つ
い
て
公
法
学
者
が
長
い
間
激
し
く
論
争
し
て
い
る
“Superioritas

”
の
［
真
の
定
義
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
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る
べ
き
か
］
が
必
然
的
に
明
ら
か
と
な
る
。」D

e jure suprem
atus, A

d lectorem
. (D

utens, IV
, iii, 333: K

lopp, IV
, 13.)

　

こ
の
記
述
を
見
る
限
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
“superioritas territorialis

”
と
“jus superioritatis

”
を
実
質
的
に
同
一
の
も
の
と

し
て
扱
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
354
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

. (D
utens, IV

, iii, 358: K
lopp, IV

, 54.)
（
355
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

. (D
utens, IV

, iii, 358: K
lopp, IV

, 54.)

（
356
）　

尚
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
言
及
し
て
い
る
「
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
講
和
」
は
「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
」（A

cta Pacis W
estphalicae

）

に
含
ま
れ
る
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
と
フ
ラ
ン
ス
国
王
を
主
た
る
当
事
者
と
す
る
「
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
講
和
条
約
」（Instrum

entum
 

Pacis M
onasteriense

）（
以
下
「
Ｉ
Ｐ
Ｍ
」
と
す
る
。）
の
第
六
五
条
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
同
条
は
自
由
帝
国
都
市
の
諸
権
利
を
確
認

す
る
中
心
的
規
定
で
あ
り
、
同
様
の
規
定
は
同
皇
帝
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
女
王
を
主
た
る
当
事
者
と
す
る
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
講
和
条
約

（Instrum
entum

 Pacis O
snabrugense

）（
以
下
「
Ｉ
Ｐ
Ｏ
」
と
す
る
。）
の
第
八
条
第
四
項
に
も
存
在
す
る
。
前
掲
拙
著
、
二
一
三

―
二
一
六
頁
を
見
よ
。

（
357
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

. (D
utens, IV

, iii, 358: K
lopp, IV

, 55.)

（
358
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

II. (D
utens, IV

, iii, 362-363: K
lopp, IV

, 62-63.

）

（
359
）　

例
え
ば
、「
読
者
へ
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。「
偉
大
な
諸
侯
や
勢
力
の
あ
る
諸
（
共
和
）
国
（Respublicae

）

は
、
私
が
説
明
し
た
よ
う
に
、
“superioritas
”
を
有
す
る
が
、
“Suprem

atus

”
を
有
し
な
い
諸
々
の
小
さ
な
都
市
（Civitates

）
や

小
さ
な
王
家
（D

ynastiae

）
と
は
異
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
確
か
に
そ
れ
ら
は
内
部
の
反
乱
に
対
し
て
自
ら
を
防
御
す
る
が
、
対
外
的

に
は
十
分
に
は
［
そ
れ
を
］
な
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。」D

e jure suprem
atus, A

d lectorem
. (D

utens, IV
, iii, 334: K

lopp, IV
, 

14.)

（
360
）　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
“Suprem

atus

”
を
保
持
す
る
家
の
出
身
者
で
あ
る
が
、
至
高
の
事
柄
（rerum

 sum
m

ae

）
を
先
導
し
な
い

者
達
は
“Souverains

”
と
は
呼
ば
れ
ず
…
［
中
略
］
…
よ
り
正
し
く
は
“Princes dʼune M

aison Souveraine

”
と
［
呼
ば
れ
る
］」

（D
e jure suprem

atus, cap.X
II. (D

utens, IV
, iii, 363: K

lopp, IV
, 63.)

）
と
し
て
い
る
。

（
361
）　E

ntretiens. (K
lopp, III, 336-337.)

類
似
の
定
義
は
、
本
章
「
は
じ
め
に
」（
前
註（
299
））
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
次
の
箇
所
で
も
提

示
さ
れ
て
い
る
。E

ntretiens. (K
lopp, III, 333-334.)
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（
362
）　E

ntretiens. (K
lopp, III, 352.)

（
363
）　E

ntretiens. (K
lopp, III, 353.)

（
364
）　E

ntretiens. (K
lopp, III, 356.)

（
365
）　

本
稿
「
序
論
」、
特
に
、
前
註（
24
）を
見
よ
。

（
366
）　
『
対
談
』
の
序
文
相
当
部
分
の
冒
頭
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
こ
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
小
稿
［
即
ち
、『
対
談
』］
は
、
ラ
テ
ン

語
で
な
さ
れ
た
よ
り
大
き
な
も
の
［
即
ち
、『Suprem

atus

論
』］
の
摘
要
（abrégé

）
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。E

ntretiens. (K
lopp, 

III, 333.)

（
367
）　E

.g., E
ntretiens. (K

lopp, III, 368.)

（
368
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

III. (D
utens, IV

, iii, 364: K
lopp, IV

, 65.)

（
369
）　D

e jure suprem
atus, cap.IX

. (D
utens, IV

, iii, 356: K
lopp, IV

, 51.)

（
370
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

. (D
utens, IV

, iii, 359: K
lopp, IV

, 55-56.)

（
371
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

. (D
utens, IV

, iii, 359: K
lopp, IV

, 55.)

尚
、
こ
の
引
用
文
中
で
は
、「
領
域
［
又
は
領
邦
］
＝

“Souveraineté

”」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
い
て
、
既
に
「
領
域
主
権
」
観
念
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
の
か
、
或
い
は
依
然
と
し
て
「
領
域
」
観
念
と
「
主
権
」
観
念
が
未
分
離
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

ま
た
、
こ
の
引
用
箇
所
に
続
い
て
再
び
“Suprem

atus
”
に
つ
い
て
の
（
質
的
で
は
な
い
、
そ
し
て
そ
の
意
味
に
お
い
て
一
義
的
に
決
定

さ
れ
得
な
い
）
量
的
な
定
義
の
内
容
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
も
、
ボ
ダ
ン
的
な
主
権
観
念
と
は
異
な
る
観
念
が
示
さ
れ
て
い
る
と
解

さ
れ
る
。

（
372
）　D

e jure suprem
atus, A

d lectorem
. (D

utens, IV
, iii, 333: K

lopp, IV
, 13.)

（
373
）　

“Recensetur autem
 inter Potentatus, ac Suprem

atum
 habere creditor, qui satis &

 libertatis &
 potentiae habet, 

ut rebus gentium
 per arm

a &
 foedera cum

 auctoritate intervenire possit.

”Codex (Praefatio) (M
onitum

 (Codex), I, 
xx.). (D

utens, IV
, iii, 306: K

lopp, V
I, 488.)

（
374
）　D

e jure suprem
atus, A

d lectorem
. (D

utens, IV
, iii, 334: K

lopp, IV
, 14.)

（
375
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

III. (D
utens, IV

, iii, 364: K
lopp, IV

, 65.)
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（
376
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

III. (D
utens, IV

, iii, 364: K
lopp, IV

, 65-66.)

（
377
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
V

. (D
utens, IV

, iii, 391: K
lopp, IV

, 113.)
（
378
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
IX

. (D
utens, IV

, iii, 399: K
lopp, IV

, 128.)
（
379
）　

例
え
ば
、
ド
イ
ツ
諸
侯
に
ど
の
よ
う
な
権
能
が
歴
史
的
に
認
め
ら
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る

『Suprem
atus

論
』
第
一
九
章
で
は
、
同
書
第
一
○
章
で
示
さ
れ
た
“Suprem

atus

”
に
関
す
る
記
述
と
類
似
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

D
e jure suprem

atus, cap.X
 (D

utens, IV
, iii, 357: K

lopp, IV
, 52.) et cap.X

IX
 (D

utens, IV
, iii, 377: K

lopp, IV
, 88-89.).

（
380
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
I. (D

utens, IV
, iii, 381: K

lopp, IV
, 96.)

（
381
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

LIX
. (D

utens, IV
, iii, 446: K

lopp, IV
, 213.)

（
382
）　E

ntretiens. (K
lopp, III, 343.)

（
383
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
V

. (D
utens, IV

, iii, 392: K
lopp, IV

, 115.)

（
384
）　E

ntretiens. (K
lopp, III, 343.)

（
385
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
X

. (D
utens, IV

, iii, 400: K
lopp, IV

, 129.)

（
386
）　

“Potestas Principum
 oritur ex jure Suprem

atus, vel ex jure status Im
perii.

” De jure suprem
atus, cap.X

IX
. (D

utens, 
IV

, iii, 377.)

（
387
）　E

ntretiens. (K
lopp, III, 361.)

（
388
）　

尚
、
神
寶
は
、
帝
国
諸
団
体
は
、
臣
民
関
係
で
は
な
く
、
誠
実
関
係
に
立
つ
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
で
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
領
邦

の
独
立
性
を
説
い
た
旨
を
論
じ
て
い
る
。
神
寶
、
前
掲
書
、
一
六
○
―
一
六
一
頁
。
し
か
し
、
こ
こ
で
見
た
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、

選
帝
侯
及
び
諸
侯
の
「
臣
従
の
礼
」
と
「
封
臣
で
あ
る
こ
と
」
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
が
彼
等
の
“la souveraineté

”
に
影
響
を
与
え

な
い
と
の
理
論
を
展
開
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
389
）　

以
上
の
事
柄
に
関
連
し
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
『Suprem

atus
論
』
の
第
一
四
乃
至
一
八
章
で
ド
イ
ツ
諸
侯
の
古
代
か
ら
の
歴
史

を
繙
い
て
い
る
こ
と
の
意
味
も
勘
案
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
こ
の
歴
史
記
述
に
関
す
る
彼
の
意
図
は
、
帝
国
諸
侯
の
起
源
が

各
々
の
部
族
長
の
地
位
（
言
わ
ば
、
或
る
種
の
「
王
権
」）
に
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
は
、
彼
等
が
皇
帝
権
力
と
は
本
来
は
無
関
係
の
存
在

（
そ
の
意
味
で
独
立
し
た
存
在
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
神
寶
、
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前
掲
書
、
一
六
三
頁
を
見
よ
。

（
390
）　E

ntretiens. (K
lopp, III, 347.)

（
391
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
X

V
I. (D

utens, IV
, iii, 412: K

lopp, IV
, 151.)

（
392
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

IX
. (D

utens, IV
, iii, 377: K

lopp, IV
, 88-89.)

（
393
）　

ギ
ー
ル
ケ
も
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
相
対
的
主
権
観
念
」（ein relativer Souveränetätsbegriff

）
を
強
調
し
て
い
る
。Gierke, 

a.a.O
., S.178-179.

（
394
）　D

e jure suprem
atus, A

d lectorem
. (D

utens, IV
, iii, 333: K

lopp, IV
, 13.)

（
395
）　

“Suprem
atus

”
の
存
否
と
は
直
接
関
連
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
関
わ
る
客
観
的
基
準
の
不
存
在
と
い
う
点
で
は
、
次
の

よ
う
な
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
議
論
も
同
様
で
あ
る
。
即
ち
、
彼
は
、「
オ
ラ
ン
ダ
は
ド
イ
ツ
帝
国
と
は
十
分
に
正
し
く
対
照
さ
れ
な
い
」
と

し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、「
我
々
の
帝
国
の
紐
帯
は
よ
り
緊
密
で
あ
る
よ
う
な
何
も
の
か
で
あ
る
」
こ
と
や
「
我
々
の
諸
侯
の
［
権
能
］

は
オ
ラ
ン
ダ
の
個
々
の
州
（provincia

）（
そ
れ
ら
に
は
、
戦
争
の
権
利
、
平
和
の
［
権
利
］、
同
盟
の
［
権
利
］、
使
節
の
［
権
利
］
が

我
々
の
［
諸
侯
］
よ
り
も
か
な
り
少
な
く
付
与
さ
れ
て
い
る
。）
の
権
能
（potestas

）
よ
り
も
大
き
い
と
見
ら
れ
る
」
こ
と
を
挙
げ
て

い
る
。（D

e jure suprem
atus, cap.X

I. (D
utens, IV

, iii, 360: K
lopp, IV

, 58.)

）
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
何
等
の
客
観
的
基
準
も
示
さ

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

（
396
）　Le Portrait du Prince. (K

lopp, IV
, 461.)

（
397
）　

尚
、（
前
章
第
一
・
二
節
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
）
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
国
家
理
論
は
、
一
方
に
お
い
て
、「
自
然
的
社
会
」
を

論
じ
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
、
契
約
論
的
な
観
念
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
一
節
で
は
後
者
の
側
面
が
明
確
に

は
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
法
に
よ
る
統
治
」
と
い
う
制
約
が
契
約
論
的
論
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
君

主
の
自
発
的
な
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
理
論
的
に
は
何
れ
と
も
断
定
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。

（
398
）　Le Pertrait du Prince. (K

lopp, IV
, 481.)

（
399
）　Le Portrait du Prince. (K

lopp, IV
, 463.)

（
400
）　Le Pertrait du Prince. (K

lopp, IV
, 480.)

（
401
）　Le Pertrait du Prince. (K

lopp, IV
, 480.)
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（
402
）　

ネ
イ
マ
ン
は
、『Suprem

atus

論
』
と
『
肖
像
』
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。「
諸
侯
の
“sovereignty

”
の

弁
護
［
即
ち
、『Suprem

atus

論
』
の
公
刊
］
の
二
年
後
に
、『
肖
像
』
と
い
う
表
題
の
新
た
な
著
作
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、

言
わ
ば
“sovereignty

”
の
対
照
物
（counterpart

）、
即
ち
、
正
義
に
奉
仕
す
る
義
務
の
記
述
に
乗
り
出
し
た
。」N

ijm
an, op.cit., 

p.69.
（
403
）　Schneider, 

“Leibniz

”, S.217.

（
404
）　

国
家
権
力
の
法
律
に
よ
る
拘
束
と
い
う
点
は
、
法
治
国
家
の
理
念
に
通
ず
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
或
る
書
簡
（
一
七
○
六
年
八
月
一

九
日
付
）
に
お
い
て
、
自
ら
が
「
至
高
の
理
性
の
諸
原
則
」（les principes dʼune souveraine raison

）
に
立
つ
と
述
べ
た
上
で
、

「
法
律
（loix [sic]
）
に
従
っ
て
統
治
す
る
諸
君
主
（Princes

）
は
、
通
常
、
最
大
の
、
或
い
は
少
な
く
と
も
、
最
も
耐
久
性
の
あ
る
権

威
（autorité

）
を
有
す
る
者
達
で
あ
る
」
と
し
、
こ
れ
に
関
連
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
慣
行
を
称
揚
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
は
法
治
国
家
の
理
念
に
つ
い
て
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
る
。E

pistola (D
avenant). (K

lopp, IX
, 229-233.)

（
引
用
部
分
は
各
々

二
二
九
頁
及
び
二
三
二
頁
。）

（
405
）　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
国
家
（civitas

）
に
つ
い
て
、
“majestas

”
に
つ
い
て
、
そ
し
て
国
家
（Respublica

）
の
形
態
に
つ
い
て

は
、
全
て
が
無
数
の
書
物
に
反
響
し
て
い
る
」
の
に
対
し
て
、
“Suprem

atus

”
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
と
す
る
者
に
は
「
よ
き
著
作
者
達

の
援
助
が
欠
如
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。D

e jure suprem
atus, cap.IX

. (D
utens, IV

, iii, 356: K
lopp, IV

, 51.)

（
406
）　

そ
の
よ
う
な
異
議
及
び
反
論
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
見
よ
。Steiger, 

“Suprem
at

”, S.158-165.

シ
ュ
タ
イ
ガ
ー
は
、

「［
“Suprem

atus

”
理
論
が
］
学
術
的
文
献
に
お
け
る
活
発
な
反
応
を
惹
起
し
た
」
と
総
括
す
る
。Ebenda, S.166.

（
407
）　

そ
れ
は
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
よ
っ
て
帝
国
等
族
に
承
認
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
領
域
権
」（jus territoriale

）
で
あ
っ
て
も

同
様
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
従
来
の
帝
国
国
制
に
従
っ
た
観
念
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
、
一
七
六
―
一
八
四
頁
を

見
よ
。

（
408
）　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
“Suprem

atus

”
に
つ
い
て
の
論
者
達
が
「
古
き
事
柄
」（vetera

）
に
目
を
向
け
て
お
り
、「
最
近
の
事
柄
」

（recentia

）
に
無
関
心
で
あ
る
旨
を
指
摘
し
て
い
る
。（D

e jure suprem
atus, cap.IX

. (D
utens, IV

, iii, 355: K
lopp, IV

, 49.)

）
こ

れ
ら
「
最
近
の
事
柄
」
と
は
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
よ
り
確
認
さ
れ
、
或
い
は
も
た
ら
さ
れ
た
帝
国
等
族
の
諸
権
利
や
状
況
を
指

す
も
の
と
解
さ
れ
る
。
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（
409
）　

“Respublica nihil aliud sit, quam
 fam

iliarum
 aut collegiorum

 sub unum
 et idem

 im
perium

 subjecta m
ultitudo.

” 
I. Bodinus, M

ethodus ad facilem
 historiarum

 cognitionem
 (1566), p.160.

（
本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
同
書
の
一
六
五
〇
年

（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）
版
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
（Scientia V

erlag, A
alen, 1967

）
を
使
用
し
た
。）

（
410
）　T

h. H
obbes (N

. M
alcolm

 (ed.)), Leviathan, or the M
atter, Form

e, &
 Pow

er of a Com
m

on-W
ealth E

cclesiasticall 
and Civill (1651) (Part II, Chapter xviii, 

§12.) (O
xford, 2012) vol.II, p.278.)

こ
れ
に
続
い
て
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、「
主
権
的
権
能
が
分

割
さ
れ
得
る
」
と
の
主
張
を
コ
モ
ン
＝
ウ
ェ
ル
ス
の
本
質
に
反
す
る
も
の
と
し
て
反
論
し
て
い
る
。

（
411
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

IX
. (D

utens, IV
, iii, 377: K

lopp, IV
, 88-89.)


